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後世に伝えたい「久米島紬」の技法を身につけませんか？
令和４年度後継者育成研修生募集

後世に伝えたい「久米島紬」の技法を身につけませんか？
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①久米島町に居住する方
②研修終了後は紬組合員に加入すること
③研修終了後、久米島町に在住し、
　久米島紬の制作に携われる方
令和４年5月15日（日）
書類審査後、個別に通知

久米島紬事業協同組合（ユイマール館内）
6名
①久米島紬後継者育成事業研修申込書
　＊紬組合に備え付けております。
②住民票③写真１枚（3.5×３cm）

【応募条件】

【申込締切】
【面 接 日】

【申込場所】
【定　　員】
【提出書類】

久米島紬事業協同組合
☎９８５－８３３３

お問合せ先
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広報誌「広報くめじま」はユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に
情報を伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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令和４年２月末現在

男 4,020人
3,554人
7,574人

女
計

3,979世帯
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　最近、島内の小中学校に行くと「SDGs」のマークが目に入ることが多くなりました。広報くめじまでも、2021年度か
ら各記事の右肩にSDGsアイコンが付けられています。SDGsはSustainable Development Goalsの略称で、和訳すると
「持続可能な開発目標」。2030年までに世界で達成したい17の目標と169のターゲットを掲げた国連の行動指針です。
　SDGsの目標を見ると、貧困や飢餓、健康から、教育、ジェンダー、エネルギー、環境保全などなど、驚くほど幅広いテー
マを扱っています。それぞれ大事なテーマですが、それだけに、寄せ集めっぽい感じを受けてしまうのも事実です。
　SDGsの17の目標を貫く軸は、なんでしょうか？ 様々な解説がされている中で、私が一番しっくり来ているのが「弱
い立場の人やものに負担を押し付けて、経済を回すのはやめましょう（それを続けていると人類が持続しません）」と
いう軸（外部不経済の解消）です。分かりやすいところでは、児童労働や女性差別の解消。立場が弱く文句が言えない人
たちを低い報酬で働かせることで、費用を抑えて表面上コストパフォーマンスを良くできても、結局そういった方法
では世界は持続していかない、という考え方です。空気や土地、海といった自然も同じで、いくら負担をかけても人類
に苦情を言ってくることはありません。たとえばゴミ処理の費用を削減するためにゴミを全部海に捨てても、海が直
接復讐してくることはないでしょう。しかし、だからといってそれを続けていると、マイクロプラスチック問題など、
人類にとって困った事態になって返ってくるわけです。そんな、目の前の経済だけにとらわれた負担の押し付けが、人
類の存続を脅かすまでに大きな問題になってしまって、SDGsという考え方が必要になった、と言うこともできます。
　海洋深層水複合利用の「久米島モデル」が、島の産業活性化と同時に「持続可能性」を重視しているのは、こうした世
界の流れと軌を一にするものです。海洋深層水の利用は、膨大な太陽光のエネルギーと月の引力が作り出す海の循環
の一部を使わせてもらうもの。その再生可能な資源によって、化石燃料を使わない「海洋温度差発電」、海の天然資源の
過剰漁獲を防ぐ「育てる漁業」、気候変動に適応し地産地消を促す「冷熱利用農業」など、世界と久米島にとって持続可
能な産業を広げていく。それが久米島モデルの骨格なのです。
　さて、この連載も今号で最終回となりました。一年間お付き合いいただきありがとうございました。海洋深層水ふれ
あい館の再オープンなど色々新しい動きもありますので、これからも海洋深層水にご注目ください！

SDGsと海洋深層水と久米島モデルSDGsと海洋深層水と久米島モデル

（一社）GOSEA 事務局　岡村盡（地域おこし企業人）
久米島町プロジェクト推進課
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平
成
14
年 （
２
０
０
２
）

	

４
月	

久
米
島
町
誕
生

	

４
月	

全
国
ホ
タ
ル
研
究
大
会
開
催（
町
制
施
行
記
念
）

	

４
月	

字
イ
ー
フ
誕
生

	

５
月	

初
代
久
米
島
町
長
に
高
里
久
三
氏
就
任

平
成
15
年 （
２
０
０
３
）

	

２
月	

ホ
タ
ル
ド
ー
ム
落
成
式

	

10
月	

第
15
回
久
米
島
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
導
入

平
成
16
年 （
２
０
０
４
）

	

６
月	

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
久
米
島
オ
ー
プ
ン

	

６
月	

奥
武
島
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

	

９
月	

久
米
島
紬
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

	

11
月	

鳥
島
移
住
１
０
０
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
17
年 （
２
０
０
５
）

	

２
月	

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

	
	

	
	

久
米
島
春
季
キ
ャ
ン
プ
開
始

	

９
月	

字
大
原
移
住
１
２
０
周
年
記
念
行
事

	

11
月	

慰
霊
の
碑
序
幕
式
及
び
戦
没
者
追
悼
式
開
催

平
成
18
年 （
２
０
０
６
）

	

２
月	

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
供
用
開
始（
光
サ
ー
ビ
ス
）

	

５
月	

第
二
代
久
米
島
町
長
に
平
良
朝
幸
氏
就
任

平
成
19
年 （
２
０
０
７
）

	

４
月	

久
米
島
西
中
学
校
開
校（
具
志
川
中
・
比
屋
定
中
統
廃
合
）

	

６
月	

あ
じ
ま
ー
館
開
所

	

10
月	

阿
里
ゆ
ん
た
く
館
開
所

平
成
20
年 （
２
０
０
８
） 

	

６
月	

久
米
島
海
洋
深
層
水
の
日
を
制
定

	

10
月	

「
久
米
島
の
渓
流
・
湿
地
」ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

平
成
21
年 （
２
０
０
９
）

	
７
月	

宇
江
城
城
跡
　
国
史
跡
に
指
定

平
成
22
年 （
２
０
１
０
）

	
２
月	

久
米
島
紬
の
日
制
定

	

９
月	
「
久
米
島
観
光
の
日
」制
定

	

10
月	
第
一
回
久
米
島
古
典
民
謡
大
会
初
開
催

	

11
月	
仲
原
善
忠
生
誕
１
２
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

平
成
23
年 （
２
０
１
１
）

	

８
月	

前
村
幸
秀
人
材
育
成
基
金
創
立

	

９
月	

久
米
島
町
・ハ
ワ
イ
郡
姉
妹
島
協
定
を
締
結

	

12
月	

久
米
島
高
校
園
芸
科
の
存
続
を
求
め
る
町
民
総
決
起
大
会

平
成
24
年 （
２
０
１
２
）

	

４
月	

久
米
島
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

	

５
月	

Ｆ
Ｍ
く
め
じ
ま
開
局

	

７
月	

「
沖
縄
・
球
美
の
里
」開
設

	

７
月	

「
フ
ェ
リ
ー
琉
球
」就
航

	

８
月	

「
コ
ナ
ワ
エ
ナ
高
校
と
久
米
島
高
校
交
換
留
学
」

	
	

	
	

	

ハ
ワ
イ
交
流
開
始

	

８
月	

久
米
島
町
・
佐
賀
市
中
学
生
交
流
開
始

	

11
月	

天
皇
皇
后
両
陛
下
　
久
米
島
御
訪
問	（
行
幸
啓
）

平
成
25
年 （
２
０
１
３
）

	

４
月	

世
界
初
！
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
根
絶
達
成

	

４
月	

久
米
島
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

	

６
月	

海
洋
温
度
差
発
電
実
証
試
験
設
備
通
電
式

	

８
月	

13
年
ぶ
り
に
大
綱
曳
き
復
活

平
成
26
年 （
２
０
１
４
）

	

２
月	

現
代
版
組
踊「
ガ
サ
シ
ワ
カ
チ
ャ
ラ
」初
公
演

	

４
月	

離
島
留
学
制
度
開
始

	

４
月	

球
美
中
学
校
開
校（
久
米
島
中
・
仲
里
中
統
廃
合
）

	

５
月	

第
四
代
久
米
島
町
長
に
大
田
治
雄
氏
就
任

	

５
月	

国
際
海
洋
資
源
利
活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

	
	

（
通
称
：
G
O
S
E
A
）発
足

	

６
月	

仲
原
家（
字
真
謝
）古
民
家
改
修
・
供
用
開
始

	

７
月	

久
米
島
町
奥
武
島
の
畳
石
が
国
指
定
天
然
記
念
物
へ

平
成
27
年 （
２
０
１
５
）

	

７
月	

久
米
島
“
風
の
帰
る
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
始
動

	

８
月	

久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー（
公
営
塾
）開
所

平
成
28
年 （
２
０
１
６
）

	

１
月	

大
寒
波
到
来
、39
年
ぶ
り
に「
み
ぞ
れ
」観
測

	

４
月	

町
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
で
幼
稚
園
が
２
園
に

	

４
月	

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー（
じ
ん
ぶ
ん
館
）開
所

	

4
月	

儀
間
ダ
ム
供
用
開
始

	

５
月	

島
ぐ
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ（
仲
原
家
）開
所

	

６
月	

大
田
昌
秀
氏
平
和
講
演
会
・
出
版
祝
賀
会
開
催

	

６
月	

久
米
島
町
・
伊
万
里
市
・
佐
賀
大
学

	
	

	

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
締
結

	

10
月	

第
一
回
世
界
の
久
米
島
ン
チ
ュ
大
会
開
催

平
成
29
年 （
２
０
１
７
）

	

４
月	

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
じ
の
ひ
ろ
ば
開
所

	

７
月	

大
田
昌
秀
氏
　
久
米
島
町
民
葬	

平
成
30
年 （
２
０
１
８
）

	

５
月	

久
米
島
斎
場
供
用
開
始

平
成
31
年・令
和
元
年 （
２
０
１
９
）

	

４
月	

全
国
ホ
タ
ル
研
究
大
会
in
久
米
島
大
会
開
催

	

10
月	

中
村
一
雄
さ
ん
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

	
	

「
琉
球
古
典
音
楽
」保
持
者
、人
間
国
宝
認
定

	

11
月	

平
信
賢
先
生
顕
彰
　
琉
球
古
武
術
・
空
手
術
演
武
大
会

令
和
２
年 （
２
０
２
０
）

	

１
月	

く
る
ち
の
島
１
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
植
樹
祭（
だ
る
ま
山
公
園
）

	

９
月	

具
志
川
庁
舎
閉
庁

	

10
月	

久
米
島
町
複
合
型
防
災
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

	
	

	
	

	

「
ほ
ん
の
も
り
」開
所

令
和
３
年 （
２
０
２
１
）

	

４
月	

仲
里
公
園
供
用
開
始

	

５
月	

兼
城
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
供
用
開
始

	

６
月	

納
骨
堂
施
設
供
用
開
始

	

10
月	

久
米
島
町
・ハ
ワ
イ
郡
姉
妹
島
協
定
再
締
結

	

平良 朝幸 町長 高里 久三 町長

町制20周年

久米島町は平成14年４月1日、島にあった２つの村（仲里村、具志川村）が
合併して誕生した町です。

久米島町久米島町のあゆみのあゆみ

久米島町誕生	久米島マラソンバーデハウス久米島久米島紬

東北楽天ゴールデンイーグルス
久米島春季キャンプ開始

久米島観光の日

久米島シーサイド
パークゴルフ場

比嘉公民館久米島斎場

久米島町・ハワイ郡姉妹島協定コナワエナ高校と久米島高校
交換留学

10年の
施設整備

2013年４月2017年10月2018年５月
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島
高
校
園
芸
科
の
存
続
を
求
め
る
町
民
総
決
起
大
会

平
成
24
年 （
２
０
１
２
）

	

４
月	

久
米
島
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

	

５
月	

Ｆ
Ｍ
く
め
じ
ま
開
局

	

７
月	

「
沖
縄
・
球
美
の
里
」開
設

	

７
月	

「
フ
ェ
リ
ー
琉
球
」就
航

	

８
月	

「
コ
ナ
ワ
エ
ナ
高
校
と
久
米
島
高
校
交
換
留
学
」

	
	

	
	

	

ハ
ワ
イ
交
流
開
始

	

８
月	

久
米
島
町
・
佐
賀
市
中
学
生
交
流
開
始

	

11
月	

天
皇
皇
后
両
陛
下
　
久
米
島
御
訪
問	（
行
幸
啓
）

平
成
25
年 （
２
０
１
３
）

	

４
月	

世
界
初
！
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
根
絶
達
成

	

４
月	

久
米
島
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

	

６
月	

海
洋
温
度
差
発
電
実
証
試
験
設
備
通
電
式

	

８
月	

13
年
ぶ
り
に
大
綱
曳
き
復
活

平
成
26
年 （
２
０
１
４
）

	

２
月	

現
代
版
組
踊「
ガ
サ
シ
ワ
カ
チ
ャ
ラ
」初
公
演

	

４
月	

離
島
留
学
制
度
開
始

	

４
月	

球
美
中
学
校
開
校（
久
米
島
中
・
仲
里
中
統
廃
合
）

	

５
月	

第
四
代
久
米
島
町
長
に
大
田
治
雄
氏
就
任

	

５
月	

国
際
海
洋
資
源
利
活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

	
	

（
通
称
：
G
O
S
E
A
）発
足

	

６
月	

仲
原
家（
字
真
謝
）古
民
家
改
修
・
供
用
開
始

	

７
月	

久
米
島
町
奥
武
島
の
畳
石
が
国
指
定
天
然
記
念
物
へ

平
成
27
年 （
２
０
１
５
）

	

７
月	

久
米
島
“
風
の
帰
る
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
始
動

	

８
月	

久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー（
公
営
塾
）開
所

平
成
28
年 （
２
０
１
６
）

	

１
月	

大
寒
波
到
来
、39
年
ぶ
り
に「
み
ぞ
れ
」観
測

	

４
月	

町
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
で
幼
稚
園
が
２
園
に

	

４
月	

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー（
じ
ん
ぶ
ん
館
）開
所

	

4
月	

儀
間
ダ
ム
供
用
開
始

	

５
月	

島
ぐ
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ（
仲
原
家
）開
所

	

６
月	

大
田
昌
秀
氏
平
和
講
演
会
・
出
版
祝
賀
会
開
催

	

６
月	

久
米
島
町
・
伊
万
里
市
・
佐
賀
大
学

	
	

	

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
締
結

	

10
月	

第
一
回
世
界
の
久
米
島
ン
チ
ュ
大
会
開
催

平
成
29
年 （
２
０
１
７
）

	

４
月	

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
じ
の
ひ
ろ
ば
開
所

	

７
月	

大
田
昌
秀
氏
　
久
米
島
町
民
葬	

平
成
30
年 （
２
０
１
８
）

	

５
月	

久
米
島
斎
場
供
用
開
始

平
成
31
年・令
和
元
年 （
２
０
１
９
）

	

４
月	

全
国
ホ
タ
ル
研
究
大
会
in
久
米
島
大
会
開
催

	

10
月	

中
村
一
雄
さ
ん
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

	
	

「
琉
球
古
典
音
楽
」保
持
者
、人
間
国
宝
認
定

	

11
月	

平
信
賢
先
生
顕
彰
　
琉
球
古
武
術
・
空
手
術
演
武
大
会

令
和
２
年 （
２
０
２
０
）

	

１
月	

く
る
ち
の
島
１
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
植
樹
祭（
だ
る
ま
山
公
園
）

	

９
月	

具
志
川
庁
舎
閉
庁

	

10
月	

久
米
島
町
複
合
型
防
災
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

	
	

	
	

	

「
ほ
ん
の
も
り
」開
所

令
和
３
年 （
２
０
２
１
）

	

４
月	

仲
里
公
園
供
用
開
始

	

５
月	

兼
城
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
供
用
開
始

	

６
月	

納
骨
堂
施
設
供
用
開
始

	

10
月	

久
米
島
町
・ハ
ワ
イ
郡
姉
妹
島
協
定
再
締
結

	

平良 朝幸 町長大田 治雄 町長

歴
代

久
米
島
町
長

初代
高 里  久 三

２代～３代
平 良  朝 幸

４代～５代（現在）
大 田  治 雄久米島マスコットキャラクター久米島マスコットキャラクター

く～みんく～みん

ガサシワカチャラ 大綱曳き復活じんぶん館開所

仲里公園兼城港ターミナル納骨堂 久米島町複合型防災・地域交流センター
ほんのもり

大田昌秀氏久米島町民葬全国ホタル研究大会平信賢先生顕彰
琉球古武術・空手術演武大会

中村一雄氏人間国宝認定

2020年10月2021年４月2021年５月2021年６月

天皇皇后両陛下
久米島御訪問
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平
成
14
年 （
２
０
０
２
）

	

４
月	

久
米
島
町
誕
生

	

４
月	

全
国
ホ
タ
ル
研
究
大
会
開
催（
町
制
施
行
記
念
）

	

４
月	

字
イ
ー
フ
誕
生

	

５
月	

初
代
久
米
島
町
長
に
高
里
久
三
氏
就
任

平
成
15
年 （
２
０
０
３
）

	

２
月	

ホ
タ
ル
ド
ー
ム
落
成
式

	

10
月	

第
15
回
久
米
島
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
導
入

平
成
16
年 （
２
０
０
４
）

	

６
月	

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
久
米
島
オ
ー
プ
ン

	

６
月	

奥
武
島
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

	

９
月	

久
米
島
紬
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

	

11
月	

鳥
島
移
住
１
０
０
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
17
年 （
２
０
０
５
）

	

２
月	

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

	
	

	
	

久
米
島
春
季
キ
ャ
ン
プ
開
始

	

９
月	

字
大
原
移
住
１
２
０
周
年
記
念
行
事

	

11
月	

慰
霊
の
碑
序
幕
式
及
び
戦
没
者
追
悼
式
開
催

平
成
18
年 （
２
０
０
６
）

	

２
月	

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
供
用
開
始（
光
サ
ー
ビ
ス
）

	

５
月	

第
二
代
久
米
島
町
長
に
平
良
朝
幸
氏
就
任

平
成
19
年 （
２
０
０
７
）

	

４
月	

久
米
島
西
中
学
校
開
校（
具
志
川
中
・
比
屋
定
中
統
廃
合
）

	

６
月	

あ
じ
ま
ー
館
開
所

	

10
月	

阿
里
ゆ
ん
た
く
館
開
所

平
成
20
年 （
２
０
０
８
） 

	

６
月	

久
米
島
海
洋
深
層
水
の
日
を
制
定

	

10
月	

「
久
米
島
の
渓
流
・
湿
地
」ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

平
成
21
年 （
２
０
０
９
）

	

７
月	

宇
江
城
城
跡
　
国
史
跡
に
指
定

平
成
22
年 （
２
０
１
０
）

	

２
月	

久
米
島
紬
の
日
制
定

	

９
月	

「
久
米
島
観
光
の
日
」制
定

	

10
月	

第
一
回
久
米
島
古
典
民
謡
大
会
初
開
催

	

11
月	

仲
原
善
忠
生
誕
１
２
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

平
成
23
年 （
２
０
１
１
）

	

８
月	

前
村
幸
秀
人
材
育
成
基
金
創
立

	

９
月	

久
米
島
町
・ハ
ワ
イ
郡
姉
妹
島
協
定
を
締
結

	

12
月	

久
米
島
高
校
園
芸
科
の
存
続
を
求
め
る
町
民
総
決
起
大
会

平
成
24
年 （
２
０
１
２
）

	

４
月	

久
米
島
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

	

５
月	

Ｆ
Ｍ
く
め
じ
ま
開
局

	

７
月	

「
沖
縄
・
球
美
の
里
」開
設

	

７
月	

「
フ
ェ
リ
ー
琉
球
」就
航

	

８
月	

「
コ
ナ
ワ
エ
ナ
高
校
と
久
米
島
高
校
交
換
留
学
」

	
	

	
	

	

ハ
ワ
イ
交
流
開
始

	

８
月	

久
米
島
町
・
佐
賀
市
中
学
生
交
流
開
始

	

11
月	

天
皇
皇
后
両
陛
下
　
久
米
島
御
訪
問	（
行
幸
啓
）

平
成
25
年 （
２
０
１
３
）

	

４
月	

世
界
初
！
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
根
絶
達
成

	

４
月	

久
米
島
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

	

６
月	

海
洋
温
度
差
発
電
実
証
試
験
設
備
通
電
式

	

８
月	

13
年
ぶ
り
に
大
綱
曳
き
復
活

平
成
26
年 （
２
０
１
４
）

	

２
月	

現
代
版
組
踊「
ガ
サ
シ
ワ
カ
チ
ャ
ラ
」初
公
演

	

４
月	

離
島
留
学
制
度
開
始

	

４
月	

球
美
中
学
校
開
校（
久
米
島
中
・
仲
里
中
統
廃
合
）

	

５
月	

第
四
代
久
米
島
町
長
に
大
田
治
雄
氏
就
任

	

５
月	

国
際
海
洋
資
源
利
活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

	
	

（
通
称
：
G
O
S
E
A
）発
足

	

６
月	

仲
原
家（
字
真
謝
）古
民
家
改
修
・
供
用
開
始

	

７
月	

久
米
島
町
奥
武
島
の
畳
石
が
国
指
定
天
然
記
念
物
へ

平
成
27
年 （
２
０
１
５
）

	

７
月	

久
米
島
“
風
の
帰
る
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
始
動

	

８
月	

久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー（
公
営
塾
）開
所

平
成
28
年 （
２
０
１
６
）

	

１
月	

大
寒
波
到
来
、39
年
ぶ
り
に「
み
ぞ
れ
」観
測

	

４
月	

町
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
で
幼
稚
園
が
２
園
に

	

４
月	

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー（
じ
ん
ぶ
ん
館
）開
所

	

4
月	

儀
間
ダ
ム
供
用
開
始

	

５
月	

島
ぐ
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ（
仲
原
家
）開
所

	

６
月	

大
田
昌
秀
氏
平
和
講
演
会
・
出
版
祝
賀
会
開
催

	

６
月	

久
米
島
町
・
伊
万
里
市
・
佐
賀
大
学

	
	

	

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
締
結

	

10
月	

第
一
回
世
界
の
久
米
島
ン
チ
ュ
大
会
開
催

平
成
29
年 （
２
０
１
７
）

	
４
月	

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
じ
の
ひ
ろ
ば
開
所

	
７
月	

大
田
昌
秀
氏
　
久
米
島
町
民
葬	

平
成
30
年 （
２
０
１
８
）

	

５
月	
久
米
島
斎
場
供
用
開
始

平
成
31
年・令
和
元
年 （
２
０
１
９
）

	

４
月	

全
国
ホ
タ
ル
研
究
大
会
in
久
米
島
大
会
開
催

	

10
月	

中
村
一
雄
さ
ん
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

	
	

「
琉
球
古
典
音
楽
」保
持
者
、人
間
国
宝
認
定

	

11
月	

平
信
賢
先
生
顕
彰
　
琉
球
古
武
術
・
空
手
術
演
武
大
会

令
和
２
年 （
２
０
２
０
）

	

１
月	

く
る
ち
の
島
１
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
植
樹
祭（
だ
る
ま
山
公
園
）

	

９
月	

具
志
川
庁
舎
閉
庁

	

10
月	

久
米
島
町
複
合
型
防
災
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

	
	

	
	

	

「
ほ
ん
の
も
り
」開
所

令
和
３
年 （
２
０
２
１
）

	

４
月	

仲
里
公
園
供
用
開
始

	

５
月	

兼
城
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
供
用
開
始

	

６
月	

納
骨
堂
施
設
供
用
開
始

	

10
月	

久
米
島
町
・ハ
ワ
イ
郡
姉
妹
島
協
定
再
締
結

	

平良 朝幸 町長 高里 久三 町長

町制20周年

久米島町は平成14年４月1日、島にあった２つの村（仲里村、具志川村）が
合併して誕生した町です。

久米島町久米島町のあゆみのあゆみ

久米島町誕生	久米島マラソンバーデハウス久米島久米島紬

東北楽天ゴールデンイーグルス
久米島春季キャンプ開始

久米島観光の日

久米島シーサイド
パークゴルフ場

比嘉公民館久米島斎場

久米島町・ハワイ郡姉妹島協定コナワエナ高校と久米島高校
交換留学

10年の
施設整備

2013年４月2017年10月2018年５月
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平
成
14
年 （
２
０
０
２
）

	

４
月	

久
米
島
町
誕
生

	

４
月	

全
国
ホ
タ
ル
研
究
大
会
開
催（
町
制
施
行
記
念
）

	

４
月	

字
イ
ー
フ
誕
生

	

５
月	

初
代
久
米
島
町
長
に
高
里
久
三
氏
就
任

平
成
15
年 （
２
０
０
３
）

	

２
月	

ホ
タ
ル
ド
ー
ム
落
成
式

	

10
月	

第
15
回
久
米
島
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
導
入

平
成
16
年 （
２
０
０
４
）

	

６
月	

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
久
米
島
オ
ー
プ
ン

	

６
月	

奥
武
島
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

	

９
月	

久
米
島
紬
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

	

11
月	

鳥
島
移
住
１
０
０
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
17
年 （
２
０
０
５
）

	

２
月	

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

	
	

	
	

久
米
島
春
季
キ
ャ
ン
プ
開
始

	

９
月	

字
大
原
移
住
１
２
０
周
年
記
念
行
事

	

11
月	

慰
霊
の
碑
序
幕
式
及
び
戦
没
者
追
悼
式
開
催

平
成
18
年 （
２
０
０
６
）

	

２
月	

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
供
用
開
始（
光
サ
ー
ビ
ス
）

	

５
月	

第
二
代
久
米
島
町
長
に
平
良
朝
幸
氏
就
任

平
成
19
年 （
２
０
０
７
）

	

４
月	

久
米
島
西
中
学
校
開
校（
具
志
川
中
・
比
屋
定
中
統
廃
合
）

	

６
月	

あ
じ
ま
ー
館
開
所

	

10
月	

阿
里
ゆ
ん
た
く
館
開
所

平
成
20
年 （
２
０
０
８
） 

	

６
月	

久
米
島
海
洋
深
層
水
の
日
を
制
定

	

10
月	

「
久
米
島
の
渓
流
・
湿
地
」ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

平
成
21
年 （
２
０
０
９
）

	

７
月	

宇
江
城
城
跡
　
国
史
跡
に
指
定

平
成
22
年 （
２
０
１
０
）

	

２
月	

久
米
島
紬
の
日
制
定

	

９
月	

「
久
米
島
観
光
の
日
」制
定

	

10
月	

第
一
回
久
米
島
古
典
民
謡
大
会
初
開
催

	

11
月	

仲
原
善
忠
生
誕
１
２
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

平
成
23
年 （
２
０
１
１
）

	

８
月	

前
村
幸
秀
人
材
育
成
基
金
創
立

	

９
月	

久
米
島
町
・ハ
ワ
イ
郡
姉
妹
島
協
定
を
締
結

	

12
月	

久
米
島
高
校
園
芸
科
の
存
続
を
求
め
る
町
民
総
決
起
大
会

平
成
24
年 （
２
０
１
２
）

	

４
月	

久
米
島
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

	

５
月	

Ｆ
Ｍ
く
め
じ
ま
開
局

	

７
月	

「
沖
縄
・
球
美
の
里
」開
設

	

７
月	

「
フ
ェ
リ
ー
琉
球
」就
航

	

８
月	

「
コ
ナ
ワ
エ
ナ
高
校
と
久
米
島
高
校
交
換
留
学
」

	
	

	
	

	

ハ
ワ
イ
交
流
開
始

	

８
月	

久
米
島
町
・
佐
賀
市
中
学
生
交
流
開
始

	

11
月	

天
皇
皇
后
両
陛
下
　
久
米
島
御
訪
問	（
行
幸
啓
）

平
成
25
年 （
２
０
１
３
）

	

４
月	

世
界
初
！
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
根
絶
達
成

	

４
月	

久
米
島
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

	

６
月	

海
洋
温
度
差
発
電
実
証
試
験
設
備
通
電
式

	

８
月	

13
年
ぶ
り
に
大
綱
曳
き
復
活

平
成
26
年 （
２
０
１
４
）

	

２
月	

現
代
版
組
踊「
ガ
サ
シ
ワ
カ
チ
ャ
ラ
」初
公
演

	

４
月	

離
島
留
学
制
度
開
始

	

４
月	

球
美
中
学
校
開
校（
久
米
島
中
・
仲
里
中
統
廃
合
）

	

５
月	

第
四
代
久
米
島
町
長
に
大
田
治
雄
氏
就
任

	

５
月	

国
際
海
洋
資
源
利
活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

	
	

（
通
称
：
G
O
S
E
A
）発
足

	

６
月	

仲
原
家（
字
真
謝
）古
民
家
改
修
・
供
用
開
始

	

７
月	

久
米
島
町
奥
武
島
の
畳
石
が
国
指
定
天
然
記
念
物
へ

平
成
27
年 （
２
０
１
５
）

	

７
月	

久
米
島
“
風
の
帰
る
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
始
動

	

８
月	

久
米
島
学
習
セ
ン
タ
ー（
公
営
塾
）開
所

平
成
28
年 （
２
０
１
６
）

	

１
月	

大
寒
波
到
来
、39
年
ぶ
り
に「
み
ぞ
れ
」観
測

	

４
月	

町
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
で
幼
稚
園
が
２
園
に

	

４
月	

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー（
じ
ん
ぶ
ん
館
）開
所

	

4
月	

儀
間
ダ
ム
供
用
開
始

	

５
月	

島
ぐ
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ（
仲
原
家
）開
所

	

６
月	

大
田
昌
秀
氏
平
和
講
演
会
・
出
版
祝
賀
会
開
催

	

６
月	

久
米
島
町
・
伊
万
里
市
・
佐
賀
大
学

	
	

	

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
締
結

	

10
月	

第
一
回
世
界
の
久
米
島
ン
チ
ュ
大
会
開
催

平
成
29
年 （
２
０
１
７
）

	
４
月	

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
じ
の
ひ
ろ
ば
開
所

	
７
月	

大
田
昌
秀
氏
　
久
米
島
町
民
葬	

平
成
30
年 （
２
０
１
８
）

	

５
月	
久
米
島
斎
場
供
用
開
始

平
成
31
年・令
和
元
年 （
２
０
１
９
）

	

４
月	

全
国
ホ
タ
ル
研
究
大
会
in
久
米
島
大
会
開
催

	

10
月	

中
村
一
雄
さ
ん
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

	
	

「
琉
球
古
典
音
楽
」保
持
者
、人
間
国
宝
認
定

	

11
月	

平
信
賢
先
生
顕
彰
　
琉
球
古
武
術
・
空
手
術
演
武
大
会

令
和
２
年 （
２
０
２
０
）

	

１
月	

く
る
ち
の
島
１
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
植
樹
祭（
だ
る
ま
山
公
園
）

	

９
月	

具
志
川
庁
舎
閉
庁

	

10
月	

久
米
島
町
複
合
型
防
災
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

	
	

	
	

	

「
ほ
ん
の
も
り
」開
所

令
和
３
年 （
２
０
２
１
）

	

４
月	

仲
里
公
園
供
用
開
始

	

５
月	

兼
城
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
供
用
開
始

	

６
月	

納
骨
堂
施
設
供
用
開
始

	

10
月	

久
米
島
町
・ハ
ワ
イ
郡
姉
妹
島
協
定
再
締
結

	

平良 朝幸 町長大田 治雄 町長

歴
代

久
米
島
町
長

初代
高 里  久 三

２代～３代
平 良  朝 幸

４代～５代（現在）
大 田  治 雄久米島マスコットキャラクター久米島マスコットキャラクター

く～みんく～みん

ガサシワカチャラ 大綱曳き復活じんぶん館開所

仲里公園兼城港ターミナル納骨堂 久米島町複合型防災・地域交流センター
ほんのもり

大田昌秀氏久米島町民葬全国ホタル研究大会平信賢先生顕彰
琉球古武術・空手術演武大会

中村一雄氏人間国宝認定

2020年10月2021年４月2021年５月2021年６月
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令
和
４
年
３
月
定
例
会
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
予
算
案
、

諸
議
案
の
提
案
に
あ
た
り
、
町

政
運
営
の
基
本
姿
勢
・
主
要
施

策
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並

び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

政
府
に
お
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
先
行
き
不
透
明
な
中
、
最

悪
の
事
態
を
想
定
し
つ
つ
水

際
対
策
を
行
う
な
ど
、
喫
緊
か

つ
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
に
万
全
を
期
し
、
感
染

症
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受

け
る
方
々
の
支
援
等
を
速
や

か
に
行
う
べ
く
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、「
成
長

と
分
配
の
好
循
環
」
と
「
コ
ロ

ナ
後
の
新
し
い
社
会
の
開
拓
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
新
し

い
資
本
主
義
を
実
現
す
べ
く

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
は
、
本
土
復
帰
を
果

た
し
て
か
ら
50
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
ま
す
。
復
帰
後
、

本
県
に
お
い
て
は
、
沖
縄
振
興

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
各
種

特
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
５
次

に
わ
た
る
振
興
計
画
に
よ
り

「
本
土
と
の
格
差
是
正
」
に
つ

い
て
は
、
社
会
資
本
の
整
備

等
に
よ
り
各
分
野
に
お
け
る

様
々
な
格
差
が
縮
小
さ
れ
ま

し
た
が
、
一
人
当
た
り
県
民
所

得
は
依
然
と
し
て
全
国
最
下
位

水
準
に
あ
る
な
ど
、
未
だ
に
自

立
型
経
済
の
構
築
は
道
半
ば
に

あ
り
ま
す
。
加
え
て
非
正
規
雇

用
者
割
合
や
子
ど
も
の
貧
困
率

の
高
さ
な
ど
全
国
と
比
べ
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
同
法
が
最

終
目
標
と
す
る
本
県
の
自
立
的

発
展
と
豊
か
な
住
民
生
活
の
実

現
は
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
向
こ
う
10

年
間
の
計
画
で
あ
る
新
た
な
振

興
計
画
で
は
、（
１
）
平
和
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
「
誰
一

人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
優
し

い
社
会
」
の
形
成
、（
２
）
世

界
と
つ
な
が
り
、
時
代
を
切
り

拓
く
「
強
く
し
な
や
か
な
自
立

型
経
済
」
の
構
築
、（
３
）
人
々

を
惹
き
つ
け
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

を
具
現
化
す
る
「
持
続
可
能
な

海
洋
島
し
ょ
圏
」
の
創
生
を
施

策
展
開
の
基
本
方
向
に
位
置
付

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
感
染
拡

大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
や

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に

よ
っ
て
長
期
間
の
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点

で
も
、
感
染
者
数
が
再
拡
大
に

向
か
う
リ
ス
ク
を
排
除
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
今
後
の
新
た

な
変
異
株
の
発
生
な
ど
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
対
応
で
き
る
体

制
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
最
悪

の
事
態
を
想
定
し
た
対
策
に

万
全
を
期
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

経
済
支
援
に
つ
き
ま
し
て

も
、
沖
縄
県
経
済
対
策
基
本

方
針
の
も
と
、
感
染
状
況
に

応
じ
た
出
口
戦
略
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
準
じ
、
感
染
拡
大
期
、

感
染
収
束
期
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
フ
ェ
ー
ズ
を
組
み
合
わ
せ

て
重
層
的
に
講
じ
る
こ
と
と

し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
本
町
で
は
松

く
い
虫
や
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ

に
よ
る
被
害
、
小
笠
原
諸
島
か

ら
の
軽
石
の
漂
流
・
漂
着
に
よ

る
漁
業
活
動
へ
の
影
響
も
発

生
し
ま
し
た
。
松
く
い
虫
対
策

に
つ
い
て
は
、
重
要
松
の
保

護
及
び
被
害
木
の
伐
倒
、
焼
却

処
理
等
の
対
策
を
引
き
続
き

実
施
し
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の

根
絶
に
向
け
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、

特
殊
病
害
虫
に
対
す
る
侵
入

警
戒
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

は
じ
め
に

令和令和４４年度 施政方針年度 施政方針
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−島人みんなで織り上げる未来−

ま
い
り
ま
す
。
軽
石
に
よ
る

漁
業
被
害
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
県
の
支
援
策
を
踏
ま
え
て
、

町
に
よ
る
支
援
を
検
討
い
た

し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
は
今

年
、
町
制
施
行
20
周
年
を
迎
え

ま
す
。
祝
賀
式
典
や
大
田
昌
秀

先
生
顕
彰
事
業
の
一
環
と
し

て
記
念
碑
建
立
等
の
記
念
事

業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

記
念
事
業
を
通
じ
て
、
町
制

施
行
か
ら
今
日
ま
で
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
先
人
た
ち
の
苦

労
と
知
恵
に
学
ぶ
と
と
も
に
、

誇
り
あ
る
豊
か
さ
に
向
け
た

展
望
を
発
信
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

節
目
の
年
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
心
豊
か
に
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
政
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
久
米
島

町
を
実
現
す
る
た
め
、
総
合
計

画
を
指
針
と
し
て
、
各
分
野
に

お
け
る
個
別
計
画
を
着
実
に

実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
歩

一
歩
前
に
進
め
る
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
基
本
的
な
方
針
に
基

づ
き
、
令
和
４
年
度
に
実
施
す

る
施
策
に
つ
い
て
そ
の
骨
子

を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
１
）
農
業
の
振
興

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴

い
、
さ
と
う
き
び
や
野
菜
等
で

担
い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
現
状
の
打
開
に

向
け
て
、
担
い
手
育
成
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
等
の
農

機
具
導
入
を
支
援
し
、
農
作
業

の
機
械
化
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

甘
し
ょ
に
つ
い
て
は
、
農
家

に
対
し
て
優
良
苗
の
普
及
と

生
産
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム

シ
の
早
期
根
絶
を
目
指
し
て

薬
剤
の
助
成
を
引
き
続
き
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

花
卉
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
県
花
卉
園
芸
農
業
協
同

組
合
と
連
携
し
、
生
産
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
規
就
農
、
新
規
作
物
に
つ

い
て
は
、
野
菜
栽
培
や
コ
ー
ヒ

ー
、
バ
ニ
ラ
栽
培
等
に
挑
戦

す
る
若
者
、
農
家
に
対
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
優
良
雌
牛
の
増
頭
及

び
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
水
産
業
の
振
興

水
産
業
は
、「
浜
の
活
力
再

生
プ
ラ
ン
」
が
水
産
庁
か
ら

承
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

同
プ
ラ
ン
を
活
用
し
て
久
米

島
漁
協
を
中
心
に
各
種
事
業

の
導
入
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
３
）
林
業
の
振
興

森
林
を
造
る
適
正
な
森
林
整

備
に
よ
り
、
木
材
生
産
、
町

土
保
全
や
水
源
の
涵
養
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
等
、
森
林

の
持
つ
公
益
的
機
能
の
発
揮

を
目
的
に
、
森
林
及
び
防
災

林
の
造
林
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
１
）
商
工
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
商
工
振
興
の
担
い
手
の
中

心
的
存
在
で
あ
る
久
米
島
商

工
会
へ
の
支
援
と
連
携
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
町
内
事
業
者

の
経
営
継
続
や
回
復
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
雇
用
環
境
の

改
善
及
び
雇
用
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

久
米
島
紬
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
久
米
島
紬
事
業
協
同
組

合
と
連
携
し
な
が
ら
販
路
拡

大
・
販
売
促
進
等
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
久
米
島
紬

の
伝
統
的
な
技
法
を
継
承
す

る
後
継
者
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

（
２
）
観
光
産
業
の
振
興

令
和
３
年
度
の
観
光
入
域
者

数
は
、
前
年
度
よ
り
も
下
回
る

見
込
み
で
あ
り
、
事
業
者
は
経

営
維
持
に
苦
慮
し
大
変
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

繰
り
返
す
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
観
光

振
興
基
本
計
画
を
基
軸
と
し

た
施
策
の
実
施
と
併
せ
、
事
業

者
が
コ
ロ
ナ
禍
、
収
束
後
に
お

い
て
も
速
や
か
に
事
業
が
継

続
で
き
る
よ
う
関
係
団
体
と

連
携
し
て
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
は
、
昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
し
た
「
久
米
島
オ
ン
ラ
イ

ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
取
り

組
み
を
活
か
し
、
リ
ア
ル
開

催
で
の
「
久
米
島
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
を
よ
り
充
実
し
た
魅

力
あ
る
大
会
へ
と
展
開
で
き

る
よ
う
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
活
性
化

商
工・観
光
産
業
の
活
性
化

ハーベスター
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（
３
）
交
通
の
確
保

航
空
路
、
海
上
航
路
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
県
と
連
携
し
「
交

通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業
」
等

を
継
続
実
施
し
ま
す
。
引
き
続

き
、
交
通
コ
ス
ト
に
係
る
町
民

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
観
光

等
の
交
流
人
口
の
増
加
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
生
活
の
重
要
な
交
通
手

段
で
あ
る
路
線
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
民
間

事
業
者
へ
の
移
管
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の
社

会
情
勢
の
あ
お
り
を
受
け
進

展
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
、
民
間
事
業
者
へ
の
移
管
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

高
速
船
に
つ
い
て
は
、
航
路

事
業
者
に
お
い
て
令
和
３
年

度
に
実
施
し
た
久
米
島
航
路

改
善
計
画
策
定
業
務
に
よ
る

収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

経
営
環
境
等
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
導
入
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
学
校
教
育
の
充
実

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
長
期
化
は
、
子
ど
も

た
ち
の
「
学
び
の
保
障
」
に
も

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代

を
力
強
く
、
逞
し
く
生
き
抜
く

「
生
き
る
力
」
を
全
て
の
子
ど

も
達
に
育
む
こ
と
に
あ
り
ま

す
。「
生
き
る
力
」
を
育
む
と

は
、「
知
・
徳
・
体
」
調
和
の

と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
だ
と

考
え
ま
す
。

そ
の
中
で
も
教
育
委
員
会
で

は
、
本
町
教
育
の
重
要
項
目
で

あ
る
『
学
力
の
向
上
』
を
基
軸

と
し
て
、
子
ど
も
達
一
人
一
人

に
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け

る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

本
町
で
は
教
育
理
念
を
『
幼

児
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
「
確

か
な
学
力
」
を
向
上
さ
せ
、「
生

き
る
力
」
を
育
む
』
～
島
に
誇

り
を
持
ち
、
心
に
夢
を
持
て
る

幼
児
児
童
生
徒
の
育
成
～
を

掲
げ
、
教
育
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
教
師
が
授
業
改
善

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
本

町
の
児
童
生
徒
の
学
力
は
着

実
に
伸
び
て
き
て
お
り
、
こ
こ

数
年
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
に
お
い
て
は
、
小
学

校
、
中
学
校
と
も
に
教
科
総
合

で
ほ
ぼ
全
国
並
の
結
果
を
出

し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
さ
ら
な
る
学
力
向

上
を
目
指
し
て
引
き
続
き
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
と
も
に
、
新
た
に
久
米
島
町

の
自
然
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
産
業

等
の
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

す
る
環
境
学
習
に
取
り
組
み
、

自
ら
学
び
と
る
児
童
生
徒
を

育
成
で
き
る
よ
う
各
学
校
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
継
続
し
て
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
適
宜
学
校

に
配
置
し
、
障
害
に
応
じ
た

適
切
な
教
育
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
支

援
員
に
よ
る
授
業
サ
ポ
ー
ト

を
継
続
し
、
基
礎
学
力
の
定

着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
中
学
校
で
は
学
習
習
慣

の
定
着
と
学
習
へ
の
興
味
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

放
課
後
自
主
学
習
の
場
「
ま

な
び
や
」
を
開
設
し
、
生
徒

の
意
識
改
善
に
取
り
組
む
と

と
も
に
居
場
所
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
積
極
的
か
つ
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
学
習
意

欲
及
び
学
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
併
せ
て
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
な
ど
の
非
常
時
に
お
い

て
も
、
引
き
続
き
学
力
向
上
に

資
す
る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活

用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
活
動
の
中
で
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
関
し
て
、
人
、
自
然
、
伝
統

文
化
等
、
地
域
の
豊
か
な
教
育

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

の
育
成
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
産
業
界
が
連
携
し
た
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
久
米
島
の
良
さ
を
知

り
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着

を
持
て
る
子
ど
も
達
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
耐
震
診
断
結
果
を
踏

ま
え
た
耐
震
補
強
計
画
及
び

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
安
全
・
安
心
な

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
は
、『
久
米
島
町

教
職
員
の
働
き
方
改
革
推
進

計
画
』
を
基
に
、
夏
休
み
期

間
中
の
学
校
閉
庁
日
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
ー
ク
の
設
定

及
び
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

活
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
勤

務
環
境
を
整
え
、
教
職
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、仲
里
、

清
水
両
幼
稚
園
の
園
児
の
状

況
等
に
応
じ
た
教
諭
体
制
と

あ
わ
せ
て
、
新
た
な
施
策
で
あ

る
昼
食
の
配
食
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
教
育

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
で
教

育
面
の
更
な
る
質
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
預
か
り
保

育
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
充
実
し
た
保
育
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
生
涯
学
習
の
推
進

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た

SDGs

教
育
・
文
化
の
充
実
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め
、
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
新
春
書
道
展
、
ま
た
高
齢
者

向
け
ス
マ
ホ
活
用
等
の
各
種

講
座
・
体
験
活
動
事
業
、「
親

の
ま
な
び
あ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
活
用
し
た
家
庭
教
育
支
援

等
を
展
開
し
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
に
至
る
ま
で
町
民
が
生
き

生
き
と
学
習
活
動
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

久
米
島
町
複
合
型
防
災
・
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ほ
ん
の
も

り
）
は
、
令
和
２
年
の
開
館
以

来
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
世
代
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
久
米
島
町
営
塾
を
含
め
町

民
の
「
学
び
」
の
場
と
し
て
、

多
く
の
皆
様
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
施
設
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
久
米
島
町
電
子
図

書
館
」
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
電
子
書
籍
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
郷
土
資
料

の
電
子
化
に
取
り
組
み
、
読
書

環
境
の
整
備
・
拡
充
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
健
康
・
体
力
増
進
を
図
る

た
め
、
久
米
島
町
体
育
協
会
等

の
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
町
民
運
動
会
や
水

泳
教
室
等
の
各
種
体
育
行
事

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
久

米
島
中
体
連
行
事
と
し
て
も

実
施
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
競

技
で
あ
る
沖
縄
角
力
の
保
存
・

継
承
を
図
る
た
め
沖
縄
角
力

協
会
久
米
島
支
部
と
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
文
化
の
振
興

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

民
が
文
化
活
動
に
親
し
め
る

よ
う
久
米
島
町
文
化
協
会
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
関
連
行

事
の
活
性
化
を
促
し
文
化
活

動
の
充
実
発
展
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
災
害

に
よ
り
一
部
崩
落
し
た
宇
江

城
城
跡
、
具
志
川
城
跡
の
石
垣

修
復
を
中
心
に
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
の
指

定
文
化
財
に
つ
い
て
も
修
復
・

維
持
管
理
を
計
画
的
に
行
い
、

学
習
教
材
や
観
光
資
源
と
し

て
活
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

博
物
館
の
管
理
運
営
に
お
い

て
は
、
収
蔵
資
料
の
保
存
管
理

を
始
め
、
企
画
展
、
講
座
、
各

種
教
室
等
の
開
催
に
よ
り
歴

史
・
文
化
に
関
す
る
情
報
の
発

信
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
史
の
編
集
に
お
い
て
は
、

編
集
計
画
を
基
に
調
査
・
資
料

収
集
・
執
筆
・
刊
行
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ホ
タ
ル
館
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
飼
育
展

示
を
通
じ
て
ク
メ
ジ
マ
ボ
タ

ル
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

希
少
種
等
の
調
査
や
児
童
生

徒
の
環
境
学
習
の
場
と
し
て
、

ま
た
観
光
客
に
対
す
る
自
然

学
習
施
設
と
し
て
も
効
果
的

な
利
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
学
校
給
食
の
充
実

学
校
給
食
の
目
的
、
目
標
、

役
割
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
各

学
校
と
連
携
を
取
り
、
積
極

的
に
食
育
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
と
も
に
「
安
全
・
安
心
・

美
味
し
い
給
食
」
の
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
元
産
の
食
材
を
学

校
給
食
に
活
用
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
地

産
地
消
の
拡
大
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

（
５
）
久
米
島
高
校
魅
力
化
の

　
　

  

推
進

島
唯
一
の
高
校
で
あ
る
久
米

島
高
校
に
お
い
て
、
園
芸
科

の
廃
科
問
題
は
続
い
て
お
り
、

久
米
島
高
校
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
高
校
魅
力
化
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

離
島
留
学
生
の
受
け
入
れ

を
は
じ
め
て
か
ら
９
年
目
に

な
り
ま
す
。
離
島
留
学
制
度

の
持
続
的
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
健
康
づ
く
り
の
推
進

自
ら
の
健
康
は
自
ら
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
高
め
、
特

定
健
診
の
受
診
勧
奨
及
び
生

活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
に

向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
強

化
し
、
受
診
率
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

本
町
が
独
自
で
実
施
し
て

い
る
子
ど
も
健
診
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
や
学
校
と
連

携
し
、
保
健
指
導
や
健
康
教

育
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
よ

い
生
活
習
慣
の
獲
得
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
に
合

っ
た
運
動
指
導
・
食
事
指
導

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
「
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｐ
」（
ス
マ
ッ
プ
）
を
拠

点
に
行
い
、
運
動
習
慣
の
定
着

を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
町
民
全
世
代
の

健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
２
）
医
療
・
保
険
制
度
の
充
実

閉
院
中
と
な
っ
て
い
る
仲
里

歯
科
診
療
所
の
早
期
再
開
に

向
け
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
開
院
ま
で
の
間
、
小
児
歯

科
の
島
外
通
院
に
係
る
渡
航

費
の
一
部
助
成
を
継
続
い
た

し
ま
す
。

が
ん
や
難
病
で
島
外
医
療
機

関
へ
の
通
院
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
に
対
し
て
の
渡

航
費
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

は
、
回
数
の
上
限
を
撤
廃
し
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
て
ま

い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
お
い
て
は
、

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
と

連
携
し
、
疾
病
予
防
に
よ
る
医

療
費
抑
止
に
努
め
る
と
と
も

福
祉
の
充
実

−島人みんなで織り上げる未来−

ほんのもり
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に
、
保
険
料
の
収
納
率
向
上
に

努
め
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
保

険
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

  

感
染
症
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
、
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
町
民
へ
の
円
滑
な

接
種
を
実
施
す
る
た
め
、
引

き
続
き
医
療
機
関
と
必
要
な

体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
複

数
の
媒
体
を
駆
使
し
町
民
に

情
報
を
提
供
・
共
有
す
る
こ
と

で
、
町
民
と
一
体
と
な
り
感
染

対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

（
４
）
母
子
保
健
・
児
童
福
祉

　
　

  

の
推
進

妊
産
婦
が
安
心
し
て
出
産
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
と
も
に
、
出
産
奨
励

金
、
出
産
助
成
金
、
出
産
祝
い

品
の
各
助
成
金
等
を
継
続
し
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
島
外

か
ら
の
保
育
士
の
募
集
や
待

遇
面
の
改
善
等
に
よ
る
定
着

を
図
り
な
が
ら
、
保
育
士
不

足
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
各
種
研
修
を
積
極
的

に
行
い
保
育
の
質
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

就
学
前
及
び
就
学
時
の
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
促
進
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
の
児
童
の
健
全
育
成

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
が
独
自
で
実
施

し
て
い
る
５
歳
児
健
診
を
継

続
し
、
発
達
に
特
性
が
み
ら
れ

る
子
ど
も
た
ち
を
早
い
段
階

で
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

は
、
年
間
を
通
じ
て
町
民
や
関

係
機
関
へ
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
学
校
や
地
域
で
の
見

守
り
や
支
援
の
さ
ら
な
る
強

化
を
図
り
、
未
然
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
高
齢
者
福
祉
の
推
進

高
齢
者
が
ど
の
よ
う
な
心
身

の
状
態
で
あ
っ
て
も
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
い
日
常
生
活
を
営
ん

で
い
け
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
高
齢
化
率

の
伸
び
と
共
に
独
居
高
齢
者

や
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
高
齢
者
も
増
加
し

て
き
て
お
り
、
今
後
も
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

多
様
化
す
る
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り

な
が
ら
地
域
課
題
の
把
握
や
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　（６
）
障
害
者
福
祉
の
充
実

障
害
者
の
社
会
参
加
機
会
の

確
保
や
、
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
な
共
生
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
障
害
福
祉
関
係
事

業
所
等
と
連
携
を
図
り
、
障
害

者
の
自
立
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
当
事
者
と
そ
の
保
護

者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
現
存
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

は
支
援
が
満
足
に
行
き
届
か

な
い
と
い
う
問
題
も
抱
え
て

お
り
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
る
方
が
孤
立
し

な
い
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
で

支
え
合
い
、
切
れ
目
の
な
い
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）
生
活
困
窮
者
等
対
策

生
活
困
窮
者
や
地
域
の
要
援

護
者
を
早
期
に
把
握
し
、
自

立
・
就
労
に
向
け
た
様
々
な
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
総
合
的
・
一
体

的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

経
済
的
理
由
や
様
々
な
家
庭

環
境
に
よ
る
問
題
を
抱
え
て
い

る
方
々
の
状
況
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
支
援
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

生
理
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
生
理
用
品
の
入
手
に
困
難

を
感
じ
て
い
る
女
性
・
生
徒
を

孤
立
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進

ん
で
お
り
、
本
町
に
お
い
て

も
人
口
減
少
と
い
う
大
き
な

課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
要
因
の
一
つ
に
婚
姻
率

の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
の
結
婚
を
応

援
し
、
安
心
し
て
新
し
い
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
新
婚
世
帯
の
住

宅
取
得
費
や
賃
借
費
及
び
引

っ
越
し
費
用
を
引
き
続
き
支

援
し
ま
す
。

　（１
）
ゴ
ミ
対
策

ゴ
ミ
の
な
い
島
づ
く
り
の
た

め
に
は
住
民
の
意
識
改
革
が

最
も
必
要
で
す
。
ゴ
ミ
の
分
け

方
、
出
し
方
に
対
す
る
ル
ー
ル

環
境
保
全
と
地
域
美
化

子育て世帯支援

老人クラブ
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の
啓
発
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
に
よ
る
快
適
で
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
の
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
は
依
然
と
し
て
見
受
け
ら

れ
、
特
に
廃
棄
家
電
の
不
法
投

棄
が
目
立
つ
状
況
に
あ
り
ま

す
。
不
法
投
棄
に
関
し
ま
し
て

は
、
監
視
強
化
を
図
る
と
と
も

に
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

漂
着
ゴ
ミ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
除
去
活
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
漂
着
物
の
回

収
、
処
理
、
調
査
、
環
境
教
育

活
動
に
向
け
て
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ゴ
ミ
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
、
焼
却
施
設
更
新
に
向
け
て

令
和
４
年
度
は
外
構
工
事
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

（
２
）
環
境
美
化
・
赤
土
流
出

　
　

  

対
策

久
米
島
の
豊
か
な
自
然
を

守
る
た
め
、
キ
ク
ザ
ト
サ
ワ

ヘ
ビ
生
息
地
保
護
区
の
保
全

や
、
サ
ン
ゴ
礁
保
全
再
生
の

取
り
組
み
等
、
森
と
海
が
一

体
と
な
る
よ
う
な
保
全
活
動

を
関
係
機
関
と
連
携
し
、
推

進
し
ま
す
。

地
域
の
環
境
美
化
に
つ
い
て

は
、
町
道
や
公
園
、
観
光
施
設

等
の
除
草
を
継
続
的
に
行
い
、

住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
花
の
苗
の
提
供
や
花
い
っ

ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
等

に
よ
り
、
緑
化
推
進
の
意
義
を

共
有
し
、
美
し
く
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
、
本
町
で
初
め
て
松
く

い
虫
の
被
害
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
後
世
に
本
町
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
継
承
す
る
た
め
、

松
く
い
虫
被
害
の
完
全
終
息

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
３
）
赤
土
流
出
対
策

　
赤
土
流
出
に
つ
い
て
は
、
農

地
等
か
ら
の
流
出
が
依
然
と

し
て
続
い
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
監
視
体
制
の
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
赤
土
流
出
防
止

板
の
設
置
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

の
植
え
付
け
奨
励
を
継
続
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
対
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
町
道
整
備

町
民
の
生
活
・
福
祉
の
向
上

及
び
産
業
振
興
の
基
盤
と
な

る
町
道
の
整
備
を
継
続
し
、
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

比
嘉
２
号
線
と
大
原
ビ
ー
チ

線
及
び
宇
江
城
城
址
線
の
改

良
工
事
に
つ
い
て
は
継
続
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

橋
梁
等
長
寿
命
化
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
と
判
定
さ
れ
た
橋
梁

に
つ
い
て
は
、
補
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
や
損
傷
度
な
ど
を

把
握
し
な
が
ら
状
況
に
応
じ

て
補
修
や
修
繕
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
２
）
農
業
基
盤
整
備

水
質
保
全
対
策
と
し
て
耕
土

流
出
防
止
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防

災
減
災
対
策
と
し
て
、
儀
間
地

区
で
、
排
水
路
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
に
お
い
て

は
、
整
備
計
画
に
基
づ
き
農
道

及
び
排
水
路
な
ど
の
生
産
基

盤
の
整
備
に
つ
い
て
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
漁
港
の
整
備

漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
次

期
漁
港
漁
場
整
備
計
画
を
策

定
し
、
漁
業
従
事
者
の
安
全
確

保
と
就
労
環
境
の
改
善
を
図

る
た
め
、
機
能
保
全
計
画
に
基

づ
き
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
上
下
水
道
事
業

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

水
道
施
設
整
備
事
業
の
導
入

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
、
老
朽
化
し
た
施
設
・
設

備
等
の
計
画
的
な
更
新
を
図

る
と
と
も
に
、
水
道
技
術
管

理
者
の
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
接
続
率

の
向
上
に
向
け
た
普
及
啓
発

活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

銭
田
地
区
の
下
水
道
供
用
開

始
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

（
５
）
安
心
・
安
全
な
生
活
環

境
、
公
営
霊
園
の
整
備

久
米
島
斎
場
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
施
設
の
適
正
な
管

理
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

納
骨
堂
に
つ
い
て
は
、
久
米

島
町
霊
園
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
多
様
な
ニ
－
ズ
に
対

応
し
、
か
つ
質
の
高
い
永
代
供

養
型
の
施
設
と
し
て
利
用
促

進
に
努
め
ま
す
。

狂
犬
病
対
策
に
つ
い
て
は
、

犬
の
登
録
促
進
及
び
狂
犬
病
集

団
予
防
注
射
の
接
種
率
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

猫
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
去
勢
・
避
妊
手
術
を
各
種

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

生
活
基
盤
の
整
備

−島人みんなで織り上げる未来−

松くい虫被害

赤土流出板設置
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新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
危
機

は
、
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
一
気
に
加
速
さ
せ
ま
し
た
。

国
は
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン

ト
の
構
築
を
最
優
先
の
課
題

と
し
て
位
置
付
け
、
デ
ジ
タ
ル

庁
の
創
設
な
ど
様
々
な
動
き

を
み
せ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
な
時
代
に
、
よ
り
良
い
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。

（
１
）
海
洋
深
層
水
関
連
産
業

　
　

  

の
振
興

海
洋
深
層
水
関
連
産
業
の
振

興
に
つ
い
て
は
、
海
洋
深
層
水

を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
や
、
食
糧
・
水
の
生
産
に

複
合
的
に
活
用
す
る
持
続
可

能
な
島
嶼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
久

米
島
モ
デ
ル
」
実
現
に
向
け
、

久
米
島
海
洋
深
層
水
活
用
全

体
計
画
を
策
定
し
、
大
規
模
取

水
管
導
入
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　

  

の
普
及
・
啓
発

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
む
世
界
的
潮
流
を
受
け
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及　

拡
大
が
急
務
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

本
町
で
も
久
米
島
町
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０

及
び
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
の
推
進
を
図
る
取
り
組

み
と
し
て
、
海
洋
温
度
差
発

電
の
実
用
化
や
公
共
施
設
へ

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
、

児
童
・
生
徒
対
象
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
室
の
開
催
等
、
町
内

で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

複
雑
・
多
様
化
す
る
災
害
に

対
応
す
る
た
め
、
消
防
職
員
、

団
員
を
消
防
学
校
等
の
研
修
に

派
遣
し
消
防
業
務
の
知
識
及
び

技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

救
助
工
作
車
は
、
配
備
か
ら

22
年
が
経
過
し
経
年
劣
化
が
著

し
い
こ
と
か
ら
令
和
４
年
度
に

お
い
て
更
新
い
た
し
ま
す
。

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
救

命
率
の
向
上
、
傷
病
者
の
負

担
軽
減
等
質
の
高
い
救
急
医

療
を
住
民
に
提
供
す
る
た
め
、

積
極
的
に
病
院
実
習
や
追
加

講
習
を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
火
災
の
予
防
対
策
に
つ

い
て
、
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
と
連

携
し
な
が
ら
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
維
持
管
理
の
啓
発
に

努
め
、
高
齢
者
の
安
全
確
保
、

火
災
予
防
広
報
等
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、

年
々
激
し
さ
を
増
す
風
水
害

等
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
本

町
の
常
備
消
防
力
の
充
実
強

化
を
は
じ
め
、
地
域
防
災
力
の

中
核
と
な
る
消
防
団
や
自
主

防
災
組
織
等
の
更
な
る
充
実

強
化
を
図
り
町
民
等
が
安
全
・

安
心
に
生
活
が
で
き
る
体
制

を
構
築
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し
準

備
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
な
ど
を
注
視
し
な
が

ら
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
防

災
・
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に

努
め
、
安
全
・
安
心
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

災
害
の
種
類
と
被
害
想
定
に

応
じ
て
早
期
の
対
応
に
よ
り
命

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
平
時
か
ら
の
周
知

に
取
り
組
む
た
め
、
防
災
マ
ッ

プ
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
令
和
４
年

度
に
デ
ジ
タ
ル
化
へ
移
行
し

ま
す
。
災
害
情
報
等
の
伝
達
に

つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
放
送
や
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
等
も
活
用
し
、
迅
速

か
つ
正
確
な
情
報
伝
達
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
４
年
度
の
施
策

の
骨
子
に
つ
い
て
、
述
べ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

私
が
町
長
に
就
任
し
て
以

来
、「
久
米
島
の
再
生
政
策
６

本
の
柱
」
を
掲
げ
、
一
次
産

業
の
復
活
、
教
育
の
再
生
、

観
光
産
業
の
再
生
、
福
祉
の

充
実
、
公
共
事
業
の
推
進
、

次
世
代
産
業
の
誘
致
に
よ
る

雇
用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

２
期
８
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
思
い
入
れ
の
あ
る
事

業
と
し
て
、
久
米
島
高
校
の
生

徒
数
増
を
目
的
に
久
米
島
町

地
域
支
援
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
（
じ
ん
ぶ
ん
館
）
の
整
備
や

水
産
物
及
び
甘
し
ょ
加
工
施

設
、
久
米
島
斎
場
、
納
骨
堂
、

複
合
型
防
災
・
地
域
交
流
拠
点

施
設
（
ほ
ん
の
も
り
）
の
整
備

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

人
口
減
少
問
題
や
海
洋
深
層

水
取
水
管
の
拡
大
へ
の
取
り

組
み
は
達
成
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

島
の
課
題
解
決
に
向
け
、
町

民
や
議
会
、
町
職
員
、
家
族
の

支
援
が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
や

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き

る
こ
と
は
や
り
通
し
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
す
べ
て
の
関
係
者

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
私
の
任
期
も
残
り

わ
ず
か
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
、
我
が
町
の
将
来
像

で
あ
り
ま
す
「
夢
つ
む
ぐ
島
」

～
島
人
み
ん
な
で
織
り
上
げ

る
未
来
～
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
残
り
の
任
期
を
全
う

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
最
後
ま
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
施
政
の
方
針

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

−島人みんなで織り上げる未来−

海
洋
深
層
水
関
連
産
業

の
活
性
化

消
防
・
防
災
体
制
の
充

実
及
び
推
進

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
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思い出作りにゴミ拾いを思い出作りにゴミ拾いを
仲里小学校６年生仲里小学校６年生

　２月25日、仲里小６年生（１６名）が「卒業プロジェクト～感謝を
表す～」の一環として仲里公園のゴミ拾いを行いました。この活動は、
仲里小近隣の比嘉公民館・仲里公園にゴミが散乱しているという話
を聞き、児童らが提案し行ったものです。事前に下見を行い、普段
見えないダクトの中や公園のすみずみなど、黙々とゴミ拾いをしま
した。ゴミ拾いが終わった後には、きれいになった仲里公園で鬼ごっ
こやバレーボールなどをして遊び、素敵な思い出をつくりました。

花看板でお出迎え花看板でお出迎え
今年度の花文字は「球美の島」今年度の花文字は「球美の島」

　久米島高校の生徒たちが丹精込めて育てたマリーゴールド
などの花々で作成された花看板が、久米島空港に設置されま
した。コロナ禍で島外との往来が自粛される期間が多い中、
久米島がこれまでと変わらない球美の島であることを発信す
ることを狙いとして、「球美の島」の花文字が作成されました。
到着ロビーから外に出ると、色鮮やかな花々で飾られた花看
板で、見る人を晴れ晴れとした気持ちにさせました。

久米島から世界へアピール久米島から世界へアピール
沖縄観光親善大使ミス沖縄が選出沖縄観光親善大使ミス沖縄が選出

　第40代沖縄観光親善大使ミス沖縄のクリーングリーングレ
イシャスに久米島町字真謝出身の新垣佳菜江さんが選出され、
３月４日に町長へ選出報告を行いました。
　新垣さんは「ミス沖縄になれたのも、久米島で育ち、幼い頃
から多くの経験をさせていただいたおかげです。皆様への感謝を
忘れず、１年間学びを絶やさず挑戦し続け、成長してまいります。
この度は、応援ありがとうございました。」と感謝を述べました。

ご寄附ありがとうございますご寄附ありがとうございます
久米島町区長会久米島町区長会

　３月2日、久米島町区長会の喜久里 強会長が大田町長を訪
れ、各字の区長全員が賛同している大田昌秀氏顕彰事業に役
立ててほしいと、寄附金目録（11万円）を贈呈しました。大
田町長は「大田昌秀先生の顕彰事業に有効に活用したい」と
感謝を述べました。

大田昌秀先生顕彰事業の募金活動終了いたしました　寄附のご支援ありがとうございました 
　顕彰事業の募金活動が3月31日をもって終了いたしました。2月28日の時点で町内外の約250社・団体、個人約

400人から総額約1,800万円の募金がありました。募金活動へのご支援、ご協力大変ありがとうございました。

【連絡先】大田昌秀先生顕彰事業事務局（久米島図書館内）☎987-7051
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広報 12 2022. 4月号 くめじま

キャリア教育

◆児童生徒の就業意識の向上と地域に愛着を持ち将来地元に貢献
できる人材の育成のため、キャリア教育を実施しています。

◆中学生がまちづくりについて考え、質問や提案などの体験を通
して、議会の役割や仕組みを理解し、社会の一員としての自覚
や政治への関心を深めることを目的として「子ども議会」を町
議会と連携して開催しています。

◆高校魅力化プロジェクトの一環として、地域で活躍している人
材の協力を得ながら久米島の課題と今後について考える「まち
づくりプロジェクト」を実施しています。

◆海洋深層水関連産業の拡大やゼロカーボンシティの実現など、次
世代のための島づくりを目指すうえで、ものづくり、理系の人材
や持続的な環境保全活動を担う人材を育成する必要があります。

各分野における人材育成

◆島の目指すべき姿を共有し、島人同士が協力して産業の活性化
を図っていくためには、経済５団体が連携し、各分野における
人材育成に取り組む必要があります。

◆「ニューノーマル」な働き方が全国的に浸透しつつあります。
◆介護需要の増加に対応する必要がありますが、サービスの提供

を行うケアマネージャー等の人材不足が課題となっています。
◆障がい福祉サービスに対応する相談支援専門員等の人材が不足し

ており、障がい福祉需要への対応が必ずしも十分ではありません。
◆保育士の不足により、待機児童が生じています。

今回のテーマは、「次世代」のために～未来を見据えた人材育成～についてお伝えします。

第２次久米島町総合計画

現状と課題 施策の展開

目指そう指標

久米島町総合計画 検索

未来を見据えた人材育成
［
施
策
33
］

「次世代」のために▶次世代のための島づくり

前村幸秀人材育成
基金活用生徒数

基準値（令和２年） 目標値（令和７年）

50人 55人

将来、久米島で暮らしたい
中高生の割合

（中高生アンケート）

基準値（令和２年） 目標値（令和７年）

35.8% 80%
前村幸秀人材育成
基金活用生徒数

基準値（令和２年） 目標値（令和７年）

50人 55人

将来、久米島で暮らしたい
中高生の割合

（中高生アンケート）

基準値（令和２年） 目標値（令和７年）

35.8% 80%

後期基本計画の全体版は久米島町ホームページに掲載しています。
右のQRコードか、「久米島町総合計画」で検索し、ぜひご覧ください♬ 

小学生キャリア教育の様子（久米島空港） 子ども会議の様子

地元に貢献できる人材の育成

◆経済5 団体及び久米島版ＤＭＯ推進協議会と連携し、児童生徒
へ仕事に対する意識付けを行うとともに、地域産業の魅力を伝
え、将来島に貢献できる人材の育成に努めます。

◆島の将来を担う子ども達が自分たちの住む地域に関心を持ち、
理解を深めるための取り組みを推進します。

◆高校生が地域の課題や解決策を考える学習機会を引き続き確保
するなど、生徒のキャリア形成を図りつつ、地域に必要な人材
の育成につなげる取り組みを推進します。

◆エネルギーや環境学習などの教育活動等を通して、子ども達の
科学や自然環境に対する興味を引き出し、持続可能な島づくり
に貢献できる人材育成の取り組みを推進します。

◆横断的な産業振興を図るため、経済５団体及び久米島版ＤＭＯ
推進協議会が連携した人材育成を推進します。

◆専門職の育成強化や安定的な確保に向けて、人材バンクの活用
や地域おこし協力隊の活用を検討します。

◆島内にいながら都市部の仕事を行うテレワークなど「ニューノー
マル」な働き方に対応できる人材育成を促進します。

◆ケアマネージャー、相談支援専門員など介護・障がい福祉に携
わる人材の育成・確保に向けて、島内で参加できる研修会やオ
ンラインを活用した資格取得や更新に係る研修会の開催、奨学
金の拡充などの支援に努めます。

◆待機児童の解消に必要な保育士の確保・育成の取り組みを推進
します。
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第33号

じんぶん館ブログ“離島留学生の日々”が魅力化HP
にてリニューアル！是非こちらも読んでください。

QRコードで読み取ってください▶

facebookページを作成しました！
『久米島じんぶん館』と検索してください
フォロー&いいね！よろしくお願いします！

第78号

Le
arni

ng center

com m unic a tio n
お問合せ 電　話：070－3802－2739

E-Mail：kumejuku@gmail.com
フェイスブック
随時更新中

毎週木曜日12：00～12：30 FMくめじま
課外授業 ～ようこそ久米島学習センターへ～
もよろしくお願いします。

　2月28日 金曜日、学習センターでは卒塾式を開催
し、3年生から「仕事を頑張る」「自炊を頑張る」「物事
をやり遂げられる人間に」などなど、今後に向けた決
意の声をきくことができました。
　たくさん悩んで、努力して、つかみ取ったそれぞれ
の進路で活躍していってほしいなと思います。
　3年生の姿は1,2年生にも影響を与えてくれてい
て、2年生の中には受験に向けて本格的にスタート
ダッシュをきる子も出てきました。それぞれが納得の
いく進路に進めるよう、学習センタースタッフ一同、今後も全力でサポートに努めます。

3年生のみんな、卒業おめでとう！！

卒 業 式卒 業 式卒 業 式

桜、散ってしまいましたね…
地元にいる時はこの時期に桜が咲き始めていたのですごくびっくりです。
3月1日に久米島高校では卒業式が行われました。
私は生徒会に入っているので式典の全てを見ることが出来ました。 
先輩方の晴れ姿はとてもかっこよくて、私も卒業された先輩方のような
人になりたいと思いました。
ご卒業おめでとうございます！

（木本寧音）

3月2日に離島留学報告会が行われました。報告会は3年間で久
米島に来て変わったことや思ったことなどを離島留学生が一人一
人報告していく会です。
今年度も昨年度に引き続きコロナのため1、2年生は参加せずに
録画したものを見ました。その会の中で先輩方はみんな自分の地
元の高校に行っていたらこんな素敵な生活は送れていなかったと
言っていました。私はまだ久米島に来て1年しか経っていないけど
その言葉は今の私でも言えることだと思います。
改めて久米島に来てよかったと思うことが出来ました。
きっと3年間はあっという間に過ぎてしまうと思うので、自分のや
りたいことをしっかりやって悔いの残らないようにしたいです！
3年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
またぜひ久米島に遊びに来てください！

（秋根いぶき）

〈卒塾生の進路状況〉　
　・大学進学　11名 ( 国立 1、 公立 3、 私立 6、 短大 1 )　
　・専門学校　　4名
　・就　　職　　2名

高校3年生の入塾は4月まで、
1年生は4，5月は無料です！
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消消 防防 だだ よよ りり

（　）は、令和４年累計

・救　急 ……………23件 （  64件） 
・火　災 …………… 0件 （    0件）
・救　助 …………… 0件 （　 1件）

・風水害 …………… 0件 （  0件） 
・捜　索 …………… 0件 （  0件）
・その他 …………… 0件 （  1件）

合計……… 23件 （66件）

令和４年春季全国火災予防運動を実施しました

東日本大震災から11年、備えを大切に

2月
出動状況

　あなたの所有・管理する建物で、用途変更(部分的な用途変更も含む。)増改築、建物同士の接続などの工事を行う場合
には、消防本部へ必ずご相談下さい。これらの変更や工事を行ったことにより、消防設備が必要になったが未設置だと消
防法令違反により、公表の対象になることがあります。
　新たに事業を始める方も同様ですので、消防本部へご相談ください。

※住宅用火災警報器の交換の目安は１０年 です。定期的に作動の確認をしましょう。
※火入れを行う場合は、必ず消防本部まで連絡するようお願いします。
※火事・救急・救助は１１９番へお願いします。　　※違反対象物公表制度

　３月１日（火）から３月７日（月）までの 1 週間、令和４年春季全国火災予防運動を行いました。期間中は、
一日消防長に任命された久米島紬大使の仲宗根麻衣子さんと大田治雄町長による特別点検、危険物・防火対象物
の立入査察、消防団による林野火災防ぎょ訓練などを実施し防火思想の高揚を図りました。

　2011年３月11日午後２時46分・・・あの大規模な地震・津波災害から早くも11年が過ぎましたが、現在
でも多くの災害が日本各地で起きています。非常用持ち出しカバン、食料品・日用品の蓄えなどみなさんで
きていますか？ぜひご家庭で家族みんなと防災アクションを実践してみましょう！

もしもの時を想像してみよう：　 15 分

□身を守れる安全な場所はどこ？　　　□家具類や家電はどうなる？
□もし寝室で眠っていたら？　　　　　□トイレや浴室に入っていたら？

地図で確認しよう：　 15 分

□近隣の避難場所・避難経路　　　　　□集合場所
□家族との連絡の取り方　　　　　　　□自分の連絡先、家族の連絡先

防災のために必要なものを話し合おう：　 15 分

□我が家の備蓄リスト　　　　　　　　□非常用持ち出し袋に入れる物リスト
□我が家のそれぞれの部屋の転倒・落下・移動防止策

防災バッチリ、準備タイム：　 15 分

□備蓄品の置き場所の確認　　　　　　□非常用持ち出し袋の置き場所の確認
□家具類・家電に合った転倒・落下・移動の防止対策

　あなたが災害に備えて、日頃からとるべき行動や災害が起こった時、その場
でとるべき行動のことです。防災アクションとは

こうして１時間もあれ
ばもしものときに、家族
が安全に生き残れる対
策がまとまります。最後
に一人ずつ感想を述べ
るとなお良いでしょう。
皆さんぜひ一家で気楽
に話し合ってみて実践
してみましょう。
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記事に関するお問合せ　久米島町教育委員会　☎985-2287

　令和3年度やさしい手話教室が全日程を終え、2月28日に修了式が
行われました。今回は12名の受講生が全18回の講座を受け、手話の
基礎から簡単な日常会話に加え、聴覚障がいについての知識や、障
がいを持っている方々の生活や文化を学びました。また、修了式で
は手話サークルからお祝いの手話ソングが送られました。

手話で広がるコミュニケ―ションの輪
～やさしい手話教室修了式～

　令和3年度「初心者三線教
室」12月1日～3月2日の期間
で全12回の日程を修了しまし
た。講師の先生の熱心な指
導の下、三線のすばらしさや
楽しさに触れ、修了を迎えた
受講生の皆さんには充実した
笑顔が見られました。これか
らも三線に親しみ、楽しんで
ください。

初心者三線教室修了式
　教育委員会では、町民
の健康増進とスポーツ振
興を目的に学校体育館の
夜間解放を行っています。
新規利用団体を随時受け
付けております。詳しくは
教育委員会までお問い合
わせください。

学校体育館施設
利用について

　久米島町複合型防災・地域交流センター
「ほんのもり」からのお知らせです。
来館の際には、マスク着用や手洗いなど、コロナウイルス感染
拡大防止へのご協力をお願いいたします。また、長時間の滞在
はご遠慮くださいますよう重ねてお願いいたします。

ほんのもり
だより

Vol.17

【問い合わせ先】久米島町複合型防災・地域交流センター「ほんのもり」
TEL：098‒987‒7051　FAX：098‒985‒5052　E-mail：honnomori@town.kumejima.okinawa.jp

ほんのもり
ホームページ

　ほんのもりでは図書利用者カードを作成し、図書の貸出・予約などを利用することができます。
作成には氏名・生年月日・住所が記載されているもの（運転免許証・個人番号カード・離島カード・
保険証など）が必要です。また、小学生以下のお子さまは保護者様の署名が必要となりますので、ご
一緒に来館されて下さい。
※登録にお時間を頂く場合がございます。閉館時間を確認し、余裕をもってご来館ください。

新しくほんのもりを利用するみなさんへ

・毎週月曜日
・21日（木） 特別資料整理期間

詳しくは久米島町電子図書館
ホームページをご覧ください。

新しい電子図書 39タイトルが入りました

新型コロナウイルスの感染状況により、開館日・イベントの開催内容を変更する場合があります。ご了承く
ださい。また、最新の情報に関しましては、ほんのもりホームページをご覧ください。

広報誌に年間の開館予定表をはさんでお
りますので、ご活用ください。

4月の休館日
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記事に関するお問合せ　久米島町教育委員会　☎985-2287

　令和3年度やさしい手話教室が全日程を終え、2月28日に修了式が
行われました。今回は12名の受講生が全18回の講座を受け、手話の
基礎から簡単な日常会話に加え、聴覚障がいについての知識や、障
がいを持っている方々の生活や文化を学びました。また、修了式で
は手話サークルからお祝いの手話ソングが送られました。

手話で広がるコミュニケ―ションの輪
～やさしい手話教室修了式～

　令和3年度「初心者三線教
室」12月1日～3月2日の期間
で全12回の日程を修了しまし
た。講師の先生の熱心な指
導の下、三線のすばらしさや
楽しさに触れ、修了を迎えた
受講生の皆さんには充実した
笑顔が見られました。これか
らも三線に親しみ、楽しんで
ください。

初心者三線教室修了式
　教育委員会では、町民
の健康増進とスポーツ振
興を目的に学校体育館の
夜間解放を行っています。
新規利用団体を随時受け
付けております。詳しくは
教育委員会までお問い合
わせください。

学校体育館施設
利用について

　久米島町複合型防災・地域交流センター
「ほんのもり」からのお知らせです。
来館の際には、マスク着用や手洗いなど、コロナウイルス感染
拡大防止へのご協力をお願いいたします。また、長時間の滞在
はご遠慮くださいますよう重ねてお願いいたします。

ほんのもり
だより

Vol.17

【問い合わせ先】久米島町複合型防災・地域交流センター「ほんのもり」
TEL：098‒987‒7051　FAX：098‒985‒5052　E-mail：honnomori@town.kumejima.okinawa.jp

ほんのもり
ホームページ

　ほんのもりでは図書利用者カードを作成し、図書の貸出・予約などを利用することができます。
作成には氏名・生年月日・住所が記載されているもの（運転免許証・個人番号カード・離島カード・
保険証など）が必要です。また、小学生以下のお子さまは保護者様の署名が必要となりますので、ご
一緒に来館されて下さい。
※登録にお時間を頂く場合がございます。閉館時間を確認し、余裕をもってご来館ください。

新しくほんのもりを利用するみなさんへ

・毎週月曜日
・21日（木） 特別資料整理期間

詳しくは久米島町電子図書館
ホームページをご覧ください。

新しい電子図書 39タイトルが入りました

新型コロナウイルスの感染状況により、開館日・イベントの開催内容を変更する場合があります。ご了承く
ださい。また、最新の情報に関しましては、ほんのもりホームページをご覧ください。

広報誌に年間の開館予定表をはさんでお
りますので、ご活用ください。

4月の休館日

広報15   2022. ４月号 くめじま



広報 16 2022. 4月号 くめじま

日 程

一緒に受けることのできる検査（検診）※料金など詳細は、広報等でお知らせします。

新型コロナウイルス感染防止対策にご協力ください。
①当日に37.5℃以上の発熱がある場合や喉の痛み、咳や風邪症状がある場合は受診を
　お控えください。
②マスクの着用は必ずお願いします。
③検温、アルコール手指消毒、３密対策にご協力ください。

５月11日 （水）
（木）
（金）
（土）

（日）

（月）
（火）
（水）

儀間・真我里・上阿嘉・下阿嘉・北原
５月12日 嘉手苅・宇江城・比屋定・具志川・仲村渠
５月13日 謝名堂・真謝・大原
５月14日 比嘉・イーフ・山城・上江洲・久間地・大田

久米島高校生、
全地区

５月16日 仲泊・東奥武・西奥武・島尻・銭田
５月17日 鳥島・西銘・仲地・山里
５月18日 兼城・宇根・真泊・泊、全地区

月／日 対　象　地　区

　

※午前中は混雑が予想されます。
ご受診の際はお時間に余裕を持ってお越しください。５月15日

混雑を避けるため、対象地区を指定していますが、
ご都合の良い日に受診いただけます。

◆会場：具志川農村環境改善センター
◆受付時間  午前８：００～１１：００
 午後２：００～  ３：００

基本健診のほか、追加検査やがん検診も一部の負担金で受けることができます。
□ 貧血検査 □ 肺がん・結核検診（胸部レントゲン）
□ 眼底検査 □ 肺がん検診（喀痰検査）
□ 肝炎ウイルス検査 □ 大腸がん検診（便潜血検査）
□ ＰＳＡ検査 □ 胃がん検診（バリウム検査）※午前中のみ

今回、健診（検診を）を受けられない方へ
住民健診を受診できない場合、健診を実施している県内の医療機関で受けられます。
人間ドックを予定されている方も、特定健診に係る費用は、久米島町が負担します。
詳しくは、医療機関へ直接お問い合わせください。受診券の有効期限は、2023年3月31日までです。

久米島町福祉課健康づくり班
☎985-7124

目指せ！健康あいらんど久米島

令和4年度
住民健診・がん検診 ご案内
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公立久米島病院だより
4・5月の休診日：毎週日曜・月曜、4/29日（金）、5/3日（火）～5日（木）

☎985－5555
午前8時30分～11時
午後1時～4時

受付
時間

「前向き子育てのススメ③　枠組みを示す」 公立久米島病院
小児科　渡邉　幸

　今回も書籍「ポジティヴ・ディシプリンのすすめ」の中からご紹介してい
きます。
　子どもは1歳頃から親との関係性を通して行動の仕方を学んでいきますが、
行動範囲や興味関心が広がるにつれて、「子どものやりたいこと」と「大人
がして欲しいこと」の間に必ずギャップが生じてきます。その時に叱責する
のではなく、どうして欲しいかを伝えると子どもは適切な行動を学ぶことが
できます。
枠組みを示すとは
子どもの行動の在り方についてはっきり伝える　子どもがうまくできるうなサポートをする　親の考える理由を
はっきりと子供に説明する　子どもが自分で考え、アイデアを出せるように後押しする　ということです。
　大人にとっては不都合な行動でも子どもは「悪いことをしよう」と思ってしているわけではなく、叱責されるだけ
では、どうすれば良いのかがわかりません。例えば、赤ちゃんを叩いてしまう２歳児に「なんでそんなことする
の！」と叱るのではなく、「叩かないで、なでてあげようね」と穏やかに伝えるのが枠組みを示すことです。
枠組みを示す具体的な方法としては、
親の意見を説明し、子どもの意見に耳を傾ける　決められたルールの背景にある根拠を説明する 子どもに対して、
公平で柔軟な態度をとる 親自身が子どものいい手本となり、案内役を勤める　子どもの前で怒りをコントロールす
る 「おばけがくるよ」とか「置いていくよ」など、脅しでコントロールしない　などがあります。
　いつもの叱る場面で、たまに「枠組み示したかな？」と思い出せるといいですね！
 

「心筋梗塞で倒れないために」
　心臓は握り拳よりも一回り程大きい筋肉の塊で、胸
の真ん中にあり、先が少し左側を向いています。皆様も
ご存じの通り、心臓が止まると人間は死んでしまいま
すが、その心臓の筋肉の表面を流れ、心臓を養っている
血管を冠動脈と言います。冠動脈は動脈硬化などで血
管が細くなり血液の流れが悪くなると狭心症、完全に
詰まると心筋梗塞になります。狭心症の場合は、運動し
た時に胸が苦しくなり休むと5分程で改善しますが、心
筋梗塞の場合だと、休んでも症状が回復しないという
違いがあります。心筋梗塞になると、心臓の一部の筋肉
が死んでしまい、動かなくなり腐ったようにブヨブヨ
の状態になります。その為、危険な不整脈が発生し心臓
が止まったり、柔らかくなった心臓の壁が破裂したり、
ポンプの作用が悪くなって心不全を起こし、呼吸が苦
しくなったりします。約1割の患者さんは、病院到着前
に亡くなり、入院しても約1割の患者さんは、治療の甲
斐なく病院で亡くなる怖い病気です。治療としては、な
るべく早く詰まった血管を通すことが重要です。手首
や足の付け根の血管からカテーテルという細長い管を
挿入して検査を行い、引き続きそのカテーテルを利用
して、詰まっている部分の血の塊を吸い取ったり、細い
風船を持ち込んで狭い部分を中から拡げたり、ステン
トという金属の筒を埋め込んだりして治療します。し
かし、このような検査や治療は島の中ではできません。
時間との勝負になりますが、本島への移送には時間を

要します。そのため疑わしい症状が出現したら、なるべ
く早期に救急車を要請して、病院へ搬送してもらうこ
とが重要です。急性心筋梗塞は突然発症する人が1/3、
何らかの前兆がある場合が1/3、もともと狭心症を持
つ場合が1/3といわれています。典型的な症状は、突然
の胸部圧迫感、絞扼感が、数分しても改善しない場合に
疑われます。症状の部位は胸の中心や、左胸の広い範囲
に感じる場合が多いですが、喉やみぞおちに症状が出
て、風邪や胃の症状と間違われる場合があります。冷汗
や脂汗を伴う場合が多く、じっとしていられない程苦
しく感じます。特に、高血圧、脂質異常症、糖尿病、肥満
などの生活習慣病を持っている方や、タバコを吸って
いる方、家族に心筋梗塞や狭心症の方がいる人でこの
ような症状が出現した場合は、強く疑います。しかし高
齢者や糖尿病罹患者は典型的な症状が出現しない場合
があり、注意が必要です。また1/3の患者さんで何らか
の前兆があります。今まで感じたことのない胸部圧迫
感や絞扼感、重苦感自覚しますが、数分で改善します。
その後徐々に症状が強くなったり、持続時間が延びた
り、軽い運動や安静時にも症状が出現するようになり
ます。このような状態を不安定狭心症と呼びますが、放
置していると心筋梗塞に移行します。このような症状
を自覚した段階で病院を受診していただけると、心筋
梗塞を防げます。動脈硬化が原因ですので、禁煙及び生
活習慣病の管理に努めるようにしてください。

公立久米島病院  病院長
會澤 佳昭（アイザワ ヨシアキ）

参考：「ポジティヴ・ディシプリンのすすめ（明石書店）」

＜図：前向き子育ての４原則＞

④課題を解決する

③子供の考え方・感じ方を理解する

  ②温かさを与える　 ②枠組みを示す    

①長期的な目標を決める
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公立久米島病院だより
4・5月の休診日：毎週日曜・月曜、4/29日（金）、5/3日（火）～5日（木）

☎985－5555
午前8時30分～11時
午後1時～4時

受付
時間
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期 日　毎月第２木曜日

時 間　午前10時～午後４時
場 所　久米島町役場１階会議室

広報 18 2022. 4月号 くめじま

期 日　毎月第２木曜日

時 間　午前10時～午後４時
場 所　久米島町役場１階会議室
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期 日　毎月第２木曜日

時 間　午前10時～午後４時
場 所　久米島町役場１階会議室
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Kume Infoお　らせ知
情報

相談 募集 イベント お知らせ 寄付 募金 寄贈

宇江城地区4号農道整備工事に伴う通行規制について

通行止め期間：令和4年4月1日（金）～令和4年7月31日（日） 通行止め期間：令和4年4月1日（金）～令和4年7月31日（日） 

　宇江城地区 4 号農道整備工事に伴い、通行止めを実
施いたします。
　工事実施により、ご不便をおかけいたしますが、ご理
解とご協力をお願いいたします。

【お問合せ】　建設課　☎985-7125

ファイザー社ワクチンの有効期限の延長について
　新型コロナのファイザー社ワクチンの有効期限が延長されまし
た。有効期限の表示が2022年2月末以前となっているものについ
ては、正しい有効期限は3か月延長した日となります。

　ワクチン接種後に貼り付けされるワクチンシ
ールには、延長前の有効期限が印字されていま
す。それぞれ、3か月後の日に読み替えをしてい
ただきますようお願いします。
　なお、有効期限の延長により、ワクチンの効
果や安全性が変わることはありませんのでご安
心ください。

●久米島町で使用したワクチンのうち
　　　　　　　　有効期限が延長されたもの●

■お問合せ■
　久米島町新型コロナワクチン接種コールセンター
　☎098-985-7154

ロット番号
EY0583
FJ5929

印字されている有効期限
2021年 10月 31日
2022年 1月 31日

2022年 1月 31日
2022年 4月 31日

延長された有効期限

広報 20 2022. ４月号 くめじま

ゴールデンウイークの開館状況

施 設 名 電話番号 4/29 30 5/1 ２ ３ ４ ５ 6 7 8
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

久 米 島 町 役 場 985-7121 × × × 〇 × × × 〇 × ×
久 米 島 博 物 館 896-7181 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ホ タ ル ド ー ム 985-3301 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
パ ー ク ゴ ル フ 場 987-0086 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
久 米 島 斎 場 985-7842 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ク リ ー ン セ ン タ ー 985-8646 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
リ サ イ ク ル セ ン タ ー 896-8266 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
ゴ ミ 収 集 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
奥 武 島 キ ャ ン プ 場 985-8600 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
久 米 島 ウ ミ ガ メ 館 985-7513 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
期間中、久米島町役場が閉庁の場合でも戸籍届（死亡届、婚姻届など）は受領できます。ただし、担当職員は待機していないため、
事前にお電話（☎ 985-7123）ください。

Kume Infoお　らせ知
情報

相談 募集 イベント お知らせ 寄付 募金 寄贈

４月17日(日)は、久米島町長選挙
の投票日です。

〇投票日時
　４月17日（日）午前７時から午後７時まで
〇必要なもの
　郵送された入場券（はがき型）が必要です。
届いていない方、紛失された場合でも、その旨を投票所で申し出
て、選挙人名簿に登録されていれば投票が可能です。その際は、本
人確認のできる運転免許証等の証を持参してください。
〇投票できる人
　日本国籍を有し、平成16年４月18日までに生まれた方で、本町
の令和４年１月11日までに住民登録され、引き続き本町に住所が
あり、選挙人名簿に登録されている方
〇投票所
　（投票所入場券に記載してありますので、
　必ずご確認の上持参してください）
　第１投票所　久米島町役場
　第２投票所　具志川農村環境改善センター
　第３投票所　旧久米島中学校体育館
　第４投票所　宇江城地区会館

〇期日前投票
　選挙当日、仕事や用事等で投票に行けない方は、期日前投票をすることができます。
　日時：４月1３日（水）から４月16日（土）まで
　　　　午前８時30分から午後８時まで
　場所：久米島町役場１階会議室

久米島町選挙管理委員会事務局（総務課内）☎098-985-7121
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 4/ 4/11〜5/5〜5/5のの

1 金 【記念日】久米島町町制20周年
・区長会

7 木 ・小中学校始業式（学校給食開始）
8 金 ・小中学校入学式（小:午前、中:午後）
11 月 ・幼稚園入園式
14 木 ・無料法律相談（予約制）
17 日 ・久米島町長選挙
24 日 ・集落外清掃
25 月 ・固定資産税１期口座振替日
26 火 ・農業委員会総会
29 金 昭和の日

5月

2 月 ・区長会
・固定資産税１期納付期限　

3 火 憲法記念日

4 水 みどりの日

5 木 こどもの日

令和4年度の主な行事予定を紹介します。

月 日 内　　容
4 1 金 【記念日】久米島町町制20周年

17 日 久米島町長選挙
5 15 日 【記念日】沖縄復帰50周年

28 土 宜野湾～久米島ヨットレース
6 2 木 ハーリー大会(鳥島、真泊)

5 日 ハーリー大会(儀間)
12 日 【記念日】久米島海洋深層水の日
12 日 sea water dreamフェスティバル
13 月 真謝全島角力大会
23 木 久米島慰霊祭

7 15 金 東京久米島直行便就航～8/31

17 日 同期対抗ソフトボール大会
(東京)球美友結の会

23 土 儀間志良堂蔵角力大会
24 日 謝名堂南謝門角力大会
24 日 久米島の久米仙杯パークゴルフ大会

8 11 木 旧盆エイサー(謝名堂、真我里、比嘉、真謝、儀間、宇根、鳥島)
12 金 旧盆エイサー(嘉手苅)
13 土 久米島まつり（大綱曳き）
14 日 久米島まつり
21 日 西銘全島角力大会、西銘エイサー
31 水 仲地全島角力大会

9 2 金 久米島町肉用牛共進会
3 土 【記念日】球美の日 （久米島観光の日）
10 土 兼城獅子舞
22 木 敬老会

10 9 日 町民運動会
23 日 久米島マラソン大会

11 2 水 町防災訓練
12 土 消防フェア
26 土 久米島車エビフェスタ
27 日 シュガーライド久米島

12 3 土 久米島町町制20周年式典
4 日 産業まつり
9 金 久米島町観光と物産＆芸能フェア～11日

1 5 木 久米島町新年会
8 日 二十歳のつどい
11 水 消防出初式

2 1 水 楽天イーグルスキャンプイン
5 日 ヤングフェスティバル
6 月 【記念日】久米島紬の日
18 土 久米島町長杯JALJTAパークゴルフ大会

※予定は予告なく変更・中止になる場合もありますが、あらかじめご了承ください。
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相談 募集 イベント お知らせ 寄付 募金 寄贈

４月17日(日)は、久米島町長選挙
の投票日です。

〇投票日時
　４月17日（日）午前７時から午後７時まで
〇必要なもの
　郵送された入場券（はがき型）が必要です。
届いていない方、紛失された場合でも、その旨を投票所で申し出
て、選挙人名簿に登録されていれば投票が可能です。その際は、本
人確認のできる運転免許証等の証を持参してください。
〇投票できる人
　日本国籍を有し、平成16年４月18日までに生まれた方で、本町
の令和４年１月11日までに住民登録され、引き続き本町に住所が
あり、選挙人名簿に登録されている方
〇投票所
　（投票所入場券に記載してありますので、
　必ずご確認の上持参してください）
　第１投票所　久米島町役場
　第２投票所　具志川農村環境改善センター
　第３投票所　旧久米島中学校体育館
　第４投票所　宇江城地区会館

〇期日前投票
　選挙当日、仕事や用事等で投票に行けない方は、期日前投票をすることができます。
　日時：４月1３日（水）から４月16日（土）まで
　　　　午前８時30分から午後８時まで
　場所：久米島町役場１階会議室

久米島町選挙管理委員会事務局（総務課内）☎098-985-7121
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 4/ 4/11〜5/5〜5/5のの

1 金 【記念日】久米島町町制20周年
・区長会

7 木 ・小中学校始業式（学校給食開始）
8 金 ・小中学校入学式（小:午前、中:午後）
11 月 ・幼稚園入園式
14 木 ・無料法律相談（予約制）
17 日 ・久米島町長選挙
24 日 ・集落外清掃
25 月 ・固定資産税１期口座振替日
26 火 ・農業委員会総会
29 金 昭和の日

5月

2 月 ・区長会
・固定資産税１期納付期限　

3 火 憲法記念日

4 水 みどりの日

5 木 こどもの日

令和4年度の主な行事予定を紹介します。

月 日 内　　容
4 1 金 【記念日】久米島町町制20周年

17 日 久米島町長選挙
5 15 日 【記念日】沖縄復帰50周年

28 土 宜野湾～久米島ヨットレース
6 2 木 ハーリー大会(鳥島、真泊)

5 日 ハーリー大会(儀間)
12 日 【記念日】久米島海洋深層水の日
12 日 sea water dreamフェスティバル
13 月 真謝全島角力大会
23 木 久米島慰霊祭

7 15 金 東京久米島直行便就航～8/31

17 日 同期対抗ソフトボール大会
(東京)球美友結の会

23 土 儀間志良堂蔵角力大会
24 日 謝名堂南謝門角力大会
24 日 久米島の久米仙杯パークゴルフ大会

8 11 木 旧盆エイサー(謝名堂、真我里、比嘉、真謝、儀間、宇根、鳥島)
12 金 旧盆エイサー(嘉手苅)
13 土 久米島まつり（大綱曳き）
14 日 久米島まつり
21 日 西銘全島角力大会、西銘エイサー
31 水 仲地全島角力大会

9 2 金 久米島町肉用牛共進会
3 土 【記念日】球美の日 （久米島観光の日）
10 土 兼城獅子舞
22 木 敬老会

10 9 日 町民運動会
23 日 久米島マラソン大会

11 2 水 町防災訓練
12 土 消防フェア
26 土 久米島車エビフェスタ
27 日 シュガーライド久米島

12 3 土 久米島町町制20周年式典
4 日 産業まつり
9 金 久米島町観光と物産＆芸能フェア～11日

1 5 木 久米島町新年会
8 日 二十歳のつどい
11 水 消防出初式

2 1 水 楽天イーグルスキャンプイン
5 日 ヤングフェスティバル
6 月 【記念日】久米島紬の日
18 土 久米島町長杯JALJTAパークゴルフ大会

※予定は予告なく変更・中止になる場合もありますが、あらかじめご了承ください。
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後世に伝えたい「久米島紬」の技法を身につけませんか？
令和４年度後継者育成研修生募集

後世に伝えたい「久米島紬」の技法を身につけませんか？
令和４年度後継者育成研修生募集

①久米島町に居住する方
②研修終了後は紬組合員に加入すること
③研修終了後、久米島町に在住し、
　久米島紬の制作に携われる方
令和４年5月15日（日）
書類審査後、個別に通知

久米島紬事業協同組合（ユイマール館内）
6名
①久米島紬後継者育成事業研修申込書
　＊紬組合に備え付けております。
②住民票③写真１枚（3.5×３cm）

【応募条件】

【申込締切】
【面 接 日】

【申込場所】
【定　　員】
【提出書類】

久米島紬事業協同組合
☎９８５－８３３３

お問合せ先
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令和４年４月１日
久米島町町制20周年
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■ 町制20周年久米島町のあゆみ
■ 令和４年度施政方針
■ 出産助成金について
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　最近、島内の小中学校に行くと「SDGs」のマークが目に入ることが多くなりました。広報くめじまでも、2021年度か
ら各記事の右肩にSDGsアイコンが付けられています。SDGsはSustainable Development Goalsの略称で、和訳すると
「持続可能な開発目標」。2030年までに世界で達成したい17の目標と169のターゲットを掲げた国連の行動指針です。
　SDGsの目標を見ると、貧困や飢餓、健康から、教育、ジェンダー、エネルギー、環境保全などなど、驚くほど幅広いテー
マを扱っています。それぞれ大事なテーマですが、それだけに、寄せ集めっぽい感じを受けてしまうのも事実です。
　SDGsの17の目標を貫く軸は、なんでしょうか？ 様々な解説がされている中で、私が一番しっくり来ているのが「弱
い立場の人やものに負担を押し付けて、経済を回すのはやめましょう（それを続けていると人類が持続しません）」と
いう軸（外部不経済の解消）です。分かりやすいところでは、児童労働や女性差別の解消。立場が弱く文句が言えない人
たちを低い報酬で働かせることで、費用を抑えて表面上コストパフォーマンスを良くできても、結局そういった方法
では世界は持続していかない、という考え方です。空気や土地、海といった自然も同じで、いくら負担をかけても人類
に苦情を言ってくることはありません。たとえばゴミ処理の費用を削減するためにゴミを全部海に捨てても、海が直
接復讐してくることはないでしょう。しかし、だからといってそれを続けていると、マイクロプラスチック問題など、
人類にとって困った事態になって返ってくるわけです。そんな、目の前の経済だけにとらわれた負担の押し付けが、人
類の存続を脅かすまでに大きな問題になってしまって、SDGsという考え方が必要になった、と言うこともできます。
　海洋深層水複合利用の「久米島モデル」が、島の産業活性化と同時に「持続可能性」を重視しているのは、こうした世
界の流れと軌を一にするものです。海洋深層水の利用は、膨大な太陽光のエネルギーと月の引力が作り出す海の循環
の一部を使わせてもらうもの。その再生可能な資源によって、化石燃料を使わない「海洋温度差発電」、海の天然資源の
過剰漁獲を防ぐ「育てる漁業」、気候変動に適応し地産地消を促す「冷熱利用農業」など、世界と久米島にとって持続可
能な産業を広げていく。それが久米島モデルの骨格なのです。
　さて、この連載も今号で最終回となりました。一年間お付き合いいただきありがとうございました。海洋深層水ふれ
あい館の再オープンなど色々新しい動きもありますので、これからも海洋深層水にご注目ください！

SDGsと海洋深層水と久米島モデルSDGsと海洋深層水と久米島モデル

（一社）GOSEA 事務局　岡村盡（地域おこし企業人）
久米島町プロジェクト推進課
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